
科学技術史 (History of Science and Technology)　

100

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 共通科目
1年　2年

2単位 　今年度前期（隔年）
水曜 3限

実務経験なし
講義

田中　一郎

〔目的〕
ヨーロッパの中世から近代に至るまでの技術の変遷をたど

ることで、技術が社会と文化にどのような変化をもたらし

たか、逆に技術は社会からどのような影響を与えられたか

を考える。つまり、科学・技術の社会依存性を理解すると

ともに、科学・技術を評価する視点を培うことを目標とす

る。また、ヨーロッパと比較することで江戸時代から明治

時代にかけての日本の近代化の独自性についても考察する。

〔到達目標〕
（1）農業における労働生産性の向上と資本主義社会の成立

との関係について説明することができる。

（2）正確な時間計測が可能になったことで労働の意味が変

化したことを説明することができる。

（3）資本主義社会の成立の技術的背景について、特に欧米

と日本との違いについて説明することができる。

（4）技術の進歩が単に利便性の向上だけではなく、多面的

な影響をもたらすということを説明することができる。

〔授業計画・内容（概要）〕
近代ヨーロッパにおける農業技術の革新、機会時計の普及

に伴う不定時法から昼夜平分時法への移行、主要動力機関

の変遷、これら３つのテーマを取り上げることで、近代社

会成立の要因について考える。

〔授業計画〕
第  1 回 はじめに

大発明だけが社会を変えるわけではなく、ささい

な技術改良であっても社会を大きく変えることが

あり得る。

第  2 回 農業技術の革新とヨーロッパ社会

農業技術の革新が人類と自然との関係を変えてい

った理由について考える。

第  3 回 荘園制と三圃式農法

大型農具の普及が農村社会を大きく変えていった

過程を考察する。

第  4 回 馬力の発見

農業への馬の使用がヨーロッパ封建社会を解体し

ていった。

第  5 回 中世から近代へ

農業生産性の向上が初期資本主義社会の前提条

件だった。

第  6 回 機械時計の進歩と中世社会の崩壊

機械時計の進歩がさまざまな機械技術の発展に支

えられていたことを考察する。

第  7 回 神聖な時間と世俗的な時間

資本主義社会の成立は正確な時計の存在を前提

としていた。

第  8 回 機械時計と資本主義社会の成立

時間の計測が可能になることで労働の意味が変化

した。

第  9 回 動力機関の発展と工業社会１

畜力の利用から水力エネルギー利用への発展が意

味していたものを考察する。

第 10 回 動力機関の発展と工業社会２

水力エネルギーの利用が農業社会から工業化社会

への移行のきっかけとなった。

第 11 回 産業革命と蒸気機関

蒸気機関の発達は産業革命の結果であって、原因

ではない。

第 12 回 蒸気機関の普及と都市の変貌

水車は立地できる場所が限られるが、蒸気機関は

そうではない。そのことが工業都市を生み、平野

部への人口集中をもたらした。

第 13 回 日本における水車動力と近代化

日本には本格的な蒸気動力の時代はなく、主とし

て水車動力によって産業の近代化が図られた。そ

のことが現代日本の産業を特徴づけている。

第 14 回 現代日本の産業構造

これまでの講義内容を基礎としてグローバル化が

進む中での日本の産業構造の優位性と脆弱性につ

いて考察する。

第 15 回 まとめ

技術と社会相互の影響関係について考察する。

第 16 回 期末試験

〔成績評価の方法〕
受講状況 20％、授業中の質疑の状況 10％、レポート、期末
試験 70％をもとに成績評価を行う。

〔予習・復習に関する指示〕
各講義の資料をあらかじめ配付し、予習・復習すべき点を

指示する。

〔教科書・参考書〕
（教科書）資料を配付する。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
講義時間帯の前後、それ以外の時間にはメール（ichiro-
tanaka@ae.auone-net.jp）にて受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕
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科学技術倫理 (Ethics for Scientists and
Engineers)　

101

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 共通科目
1年　2年

2単位 　次年度前期（隔年）
水曜 3限

実務経験なし
講義

田中　一郎

〔目的〕
現代社会は科学技術に依存することで成り立っており、科

学技術に基づく製品・サービスの欠陥は不特定多数に甚大

な被害を及ぼすことがある。しかし、技術の高度化ととも

に製品は消費者にとってブラック・ボックス化してしまっ

ている。このため、科学技術者には高度な倫理観と責任を

持つことが求められている。本講義では、最近の科学技術

倫理にまつわる出来事を紹介するとともに、専門家として

直面せざるを得ない問題に対して取るべき行動について考

える。

〔到達目標〕
（1）技術的な問題に対して多面的に検討できる能力を身に

つける。

（2）科学技術の課題に関して 、自分以外のステークホルダ

ーの立場についても配慮できる。

（3）自分の価値観を他者の理解を得られるような形で伝え

ることができる。

〔授業計画・内容（概要）〕
科学技術者に求められる倫理的課題を具体的な事故例を検

討することで検討し、それへの対処方法を考える。

〔授業計画〕
第  1 回 はじめに

最近の科学技術倫理に関係した事故・事件を取り

上げ、なぜ、いま科学技術倫理なのかを考える。

第  2 回 科学技術倫理とは？

法律違反でなくても科学技術倫理にもとる行為を

すると、被害が不特定多数に及ぶだけでなく、自

分自身、そして所属企業も被害者となることがあ

る。

第  3 回 公益通報制度

公益通報制度について学ぶとともに、公益通報を

しなくて済むようにするにはどうすればよいかを

考える。

第  4 回 科学技術に関わる事件

スリーマイル島原発事故から薬害エイズまで、こ

れまでに起こった科学技術倫理に関係する事件を

取り上げる。

第  5 回 スペースシャトル事故

スペースシャトル事故から「基準逸脱行為の標準

化」の問題を考察する。

第  6 回 日本の食中毒事件

森永ヒ素ミルク中毒事件から雪印集団食中毒事

件まで、日本における食中毒事件を取り上げ、何

が原因であったのか、未然に防ぐにはどうすべき

であったのかを検討する。

第  7 回 科学技術者のモラル責任

DC10 墜落事故のように、法律違反でなくても倫
理的に問題のある行為をすると事故を招くことが

ある。

第  8 回 モラル問題の解き方

線引き問題と相反問題から創造的中立へ

第  9 回 モラル問題の解き方（その 2）
シティバンク本社ビルと問題の解決

第 10 回 技術者の正直性・真実性・信頼性

なぜ不正直は悪か？

第 11 回 相反問題を考える（実習）

科学技術倫理に関係する具体例について取るべき

行動案を作成する。

第 12 回 損害賠償法と製造物責任法

フォード社ピント事件を中心に損害賠償法と製造

物責任法の主旨について理解を深める。

第 13 回 損害賠償法と製造物責任法（その 2）
製品は製造者の思いつかないような使用方法など

によって事故を招くことがある。このPL（製造物
責任） 問題を未然に防ぐにはどうすればよいか

を考える。

第 14 回 倫理と法制度

産業財産権法と不正競争防止法

第 15 回 ま と め
科学技術者の使命と科学技術製品・サービスの安

全性とは何かについて考える。

第 16 回 期末試験

〔成績評価の方法〕
受講状況20％、授業中の質疑の状況10％、レポート、試験

の結果70％ をもとに成績評価を行う。
〔予習・復習に関する指示〕
次回の講義までに考えておくべき課題を指示する。

〔教科書・参考書〕
（教　材） 資料を配付する。
（参考書）「科学技術者の倫理」日本技術士会、丸善等 , 大学
図書館にある関連書籍を読むこと。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
講義時間帯の前後、それ以外の時間にはメール（ichiro-
tanaka@ae.auone-net.jp）にて受け付ける

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
技術士第一次試験科目

〔キーワード〕
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生物資源環境学特論Ⅰ (Advanced Course of
Bioresources and Environmental Sciences I)　

102

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 共通科目
1年

2単位 　前期
月曜 2限

実務経験なし
講義

生産科学専攻教員

〔目的〕
地球温暖化による世界規模での食料不足、農薬や化学肥料

の過剰施用による環境汚染や食の安全性に対する懸念、農

業人口の減少に伴う農業後継者不足と地域活力の低下など、

人・生物・自然の共生・共存のバランスはかってないほど

危うい状況にある。生物の存続・持続、生物の多様性、生

態系とのバランスのとれた生物生産について、生産科学専

攻の各教員が先端的研究に関する講義を行う。

生産科学の立場から見た共生・共存へのアプローチの仕方

を把握する。

〔到達目標〕
1．植物の成長の制御機構、病害の発生と予防の機序、種の
保全の現状と問題点を理解する。

2．バイオテクノロジーの植物生産への応用、植物生産が環
境に及ぼす影響などを理解する。

3．家畜生産および動物とヒトとの関係について、現状と問
題点を理解する。

4. 優れた農村景観維持・発展および環境資源経済学の重要

性ならびに施設園芸・植物工場などにおける画像情報の利

用技術を理解する。

〔授業計画・内容（概要）〕
生産科学科と附属農場に所属する教員がオムニバス方式で

講義する。

（また、今年度は研究や技術開発の社会実装に向け、アント

レプレナーシップ人材育成について外部講師による講義を

行う。）

〔授業計画〕
第  1 回 次世代シーケンサーを用いた最新の遺伝解析技術

Mutmap法やQTL-seq法など、次世代シーケンサ

ーを用いた最新の遺伝解析技術について概説す

る。（高木）

第  2 回 植物の光環境適応機構

植物は周囲の光環境を感知し、形態や生理機能を

最適化する。本講義では、光環境への適応を支え

る分子基盤を、最新の知見を交えて概説する。（岡）

第  3 回 気候変動下の作物生産の持続性向上

作物の収量・品質は様々な環境要因により低下す

る。温度ストレスがイネの収量・品質を低下させ

る事例、その機構および回避のための方策につい

て講義する。（塚口）

第  4 回 アントレプレナーシップ人材育成

日本の強みを活かした農業・食品産業のエコシス

テムをどのように創造していくか。新事業創出や

課題解決のための技術開発の方向等についても提

案する。（JATAFF理事長 藤本）
第  5 回 植物生理学分野における最近の研究と作物生産へ

の応用

Nature誌などに掲載された植物生理学分野におけ
る最新の研究成果や話題について概説し、作物生

産への応用可能性について論ずる。（坂本）

第  6 回 花成に関する分子機構

植物の開花において、重要な成長相転換である花

成について、その誘導要因および分子メカニズム

について講義する。（今村）

第  7 回 野菜栽培における環境制御　

野菜栽培における温度・湿度（飽差）や光環境制

御、適正な施肥による、生産性品質向上ならびに

環境負荷低減について講義する。（村上）

第  8 回 果樹生産におけるテクノロジーの進展

果樹の育種と果実生産においてバイオテクノロジ

ーや、バイオインフォマティクス、スマート農業

などの最新技術の進展について概説する。（高

居）　

第  9 回 野菜における新作型開発と生育予測

露地野菜を中心に植物の生態的特性を生かした新

たな作型開発と生育予測等のデータ駆動型の生産

管理技術に関する最新の研究状況を講義する。（木

下）

第 10 回 家畜生産における繁殖新技術

産業動物における生産基盤の脆弱化の現況、大家

畜における自然環境との共生による植物資源を有

効利用した人為的繁殖、先端技術を用いた遺伝的

多様性を維持する効率的かつ省力的な繁殖につい

て講述する。（橋谷田）

第 11 回 アニマルウェルフェアの普及と動物のストレス

アニマルウェルフェアの普及が日本の畜産業に及

ぼす影響について海外の施策と現状を踏まえて説

明する。（浅野）

第 12 回 動物遺伝資源を保護するための先端技術

絶滅危機に瀕する貴重な動物の遺伝資源を保護す

るために、現在様々な試みが進められている。そ

の中でも、本講義では多能性幹細胞や生殖工学技

術を用いたアプローチについて講述する。（佐々

木）

第 13 回 自然界における昆虫の機能と害虫防除法

昆虫は生態系の重要な構成員であると同時に、人

間に害をもたらすこともある。生物多様性の保全

を目指した昆虫の保護技術と、害虫の防除方法に

ついて解説する。（弘中）

第 14 回 植物免疫システムの分子機構

植物と微生物の相互作用に関して、病原体に対し

て植物が発揮する免疫システムについて解説す

る。（髙原）

第 15 回 農業政策と環境

農業による環境への負荷を緩和し、農業の多面的

機能の発揮を促進する政策が求められている。こ
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うした点を踏まえて、農業政策とその効果につい

て説明する。（住本）

第 16 回 予備日

〔成績評価の方法〕
平常点、授業中の質疑の状況、レポートの結果をもとに成

績評価を行う。

レポートは、３回または４回の講義ごとに提示された３つ

または４つの課題のうち、１つを選択し期限までに作成、

提出する。

〔予習・復習に関する指示〕
担当によっては、資料を事前に配布（掲示）する場合があ

るので予習に役立てること。

〔教科書・参考書〕
講義によっては、資料を配布またはオンラインで掲示する。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
授業後に受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
実務経験に関して：担当には、これまでに国や独立行政法

人等の関係機関において、調査研究、技術開発および技術

者養成に携わってきた教員が含まれる。これら実務経験で

得られた知見や技術の実際を講義に取り入れて学生の理解

醸成に活かす。

〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕
植物、成長、制御機構、バイオテクノロジー、環境、家畜、

生産、動物、昆虫、保全、植物病、防除、ヒト、農村景観、

環境資源、経済学、施設園芸、植物工場、情報

生物資源環境学特論Ⅱ (Advanced Course of
Bioresources and Environmental Sciences II)　
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生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 共通科目
1年

2単位 　後期
月曜 2限

実務経験なし
講義

環境科学専攻教員

〔目的〕
前世紀からの科学技術と価値観を基に短期的な経済利益を

追求してきた結果、数多くの環境問題が起きている。人・

生物・自然が共生・共存する持続可能な社会を構築する方

法を検討するため、自然環境の特性や人との相互作用など

とともに、地球環境, 地域環境に関する課題を科学の立場か
ら論ずる。

〔到達目標〕
人・生物・自然が共生・共存する環境を実現するための方

法について、自分の考えに基づいて議論できる。

〔授業計画・内容（概要）〕
オムニバス方式で講義する。

〔授業計画〕
第  1 回 陸域生態系における土壌侵食（風食, 水食）、 塩

類集積が人の土壌へのインパクトの結果であるこ

とを歴史的に解析し, 土壌の特性に基づいた修復

方法を提示して, 議論する。（勝見）
第  2 回 地球温暖化に関するこれまでの知見を具体的に示

し、今後の課題および解決策の例を紹介したうえ

で、それらについて各々の見解を述べることによ

り討論を行う。（皆巳）

第  3 回 緑地環境が有する多様な機能とそれらが私たちの

暮らしや経済、歴史・文化に大きく関わるグリー

ンインフラであることを知るとともに、自然環境

と調和した持続的な緑地の利用と保全策を考え

る。（上野）

第  4 回 森林がもつさまざまな生態系サービス（水源涵

養、二酸化炭素吸収、生物多様性維持）を持続可

能的に利用しながら、保全する方法について考え

る。（北村）

第  5 回 食べることは、野生動物の生存、繁殖にとって重

要な生活史要素である。その解析に有用な安定同

位体比分析の原理と食性研究への応用例を解説

するとともに、被害対策など野生動物の保護管理

への適用について考える。（東出）

第  6 回 統合的病害虫防除の観点から、適切な農薬使用法

や生物防除法について講義し、健全で持続可能な

農業のあり方と、農業の周辺生態系への影響を学

ぶ。（田中）

第  7 回 脱原発を目指すドイツのエネルギー政策の一つ、

地中熱利用に着目し、その達成に向けた政府研究

機関の取り組みを紹介する。これを通じて、将来

を見据えたエネルギー利用のあり方について関心

を高めてゆく。（百瀬）

第  8 回 水資源の保全および活用のあり方について、学生

自らが考え、提案できることを目標とする。マイ

クロ水力発電をトピックとし、現状と課題につい

て解説する。地域分散型エネルギーシステムの構

築について言及する（瀧本）

第  9 回 農業用水等の多面的機能を整理するとともに、利

用・保全管理の歴史的変遷を概観し、今日的課題

とその解決に向けた動向について解説する。事例

をもとに、農村生活者の視点を重視して講述す

る。（長野）

第 10 回 ほ場整備事業やコンクリート構造物の補修工事の

実施により排出される二酸化炭素量「ライフサイ

クルCO2（LCCO2）」の算定事例を用いて、農業

農村整備事業の実施が温室効果ガスの増減に及ぼ

す影響について講述する。（森）

第 11 回 人口減少を前提とした今日的な地域環境計画論

の意義と課題：地域環境計画学で学習した事項を

踏まえて、近年の農山村が直面する課題やその対

応策について、実行可能性を踏まえつつ戦略的視

点から論じる。（山下）

第 12 回 山地森林から河川、平野、海までの物質移動と生

態系の相互関係を理解し、流域全体で土地利用や
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環境保全、地域振興などに取り組む意義を理解す

る。（大丸）

第 13 回 乾燥地域の農業生産システムに及ぼす温暖化の影

響評価の事例などを紹介し、人間と自然との複雑

な相互作用が存在する地域システムを対象にした

環境影響の予測・評価方法について講述する。（藤

原）

第 14 回 我が国の農村自然環境の特質や農業農村整備が

生物の生息環境に与える影響を踏まえた上で、豊

かな田園環境を形成するための農業農村整備事業

における計画・設計・施工・維持管理のあり方に

ついて講述する。（一恩）

第 15 回 総合討論

人・生物・自然が共生・共存する環境作りの方法

について議論する。

〔成績評価の方法〕
出席状況、授業中の質疑の状況、毎回提出するレポートの

結果をもとに成績評価を行う。

〔予習・復習に関する指示〕
各講義で配布される資料や返却されるレポートを利用する。

〔教科書・参考書〕
各講義で資料を配付する。各講義の終了後に担当教員にレ

ポートを提出すること。

〔その他履修上の注意事項〕
使用言語は英語と日本語の両方。

〔オフィスアワーの設定〕
授業後に受け付ける．

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕

生物資源環境学特論Ⅲ (Advanced Course of
Bioresources and Environmental Sciences III)　
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生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 共通科目
1年

2単位 　前期
水曜 2限

実務経験なし
講義

食品科学専攻教員

〔目的〕
食品科学専攻各教員の先端的研究に関する講義を行う。内

容は高度な研究内容を噛み砕いた平易なものとし、他専攻

よりの受講者への配慮をし、食品科学の広範な基礎知識を

修得させることを目的とする。

〔到達目標〕
（1）食品科学に関する先端的研究内容を理解できる
（2）食品科学の立場から見た研究の展開について理解でき

る

〔授業計画・内容（概要）〕
食品科学専攻の教員がオムニバス方式で講義する。なお、

担当は予定であり教員の都合により変更する場合がある。

〔授業計画〕
第  1 回 食品科学研究における動物実験１

動物実験と疾患モデル動物について、特に糖尿病

や脂質異常症など生活習慣病に関係する疾患モデ

ル動物と動物実験を行う上での倫理上の問題につ

いて解説する。（松本）

第  2 回 食品科学研究における動物実験２

動物実験を行う上で、血液生化学値などの測定す

るパラメーターから何が分かるかについて、論文

を紹介しながら解説する。（松本）

第  3 回 食中毒の基礎と魚介類の安全性

食品の製造管理において、有害微生物の汚染は大

きな問題となる。人類は古来より食品の有害微生

物による健康被書に悩まされてきたが、科学技術

の進歩により両者の関係も明らかになり、有効な

対策を講じることが可能になった。それらについ

てグローバルな観点から概説する。(中口)
第  4 回 食物アレルギーの発症機構と予防対策

食品アレルギーについて、発症に関わる免疫系の

細胞と液性因子の働き、および腸管免疫や経口免

疫寛容などアレルゲンの認識機構とその調節機構

を解説する。あわせて食品中に含まれるアレルゲ

ンの検出および特定原材料表示などアレルギーの

防止についても紹介する。（西本）

第  5 回 食品の分析化学

総合応用科学である食品科学は、様々な分野にお

ける技術的発展を取り込んできている。ここで

は、食品科学に関連した先端的分析化学技術につ

いて解説する。（関口）

第  6 回 ナノファイバー化技術を利用した食品開発

未利用資源を有効利用する観点からナノセルロー

スが注目され、ナノファイバー化技術が大きく進

展している。ナノファイバー化技術を利用した食

品開発研究について解説する。（長野）

第  7 回 界面活性剤の構造と特徴および界面現象

食品製造・加工における乳化や分散操作に関連し

て、特に界面活性剤の構造と特徴、界面において

生じる現象、界面エネルギーの定量的表現および

脂質の機能性向上などの視点から講義する。（島）

第  8 回 多様な微生物由来分子の機能〜分子レベルで見た

微生物の遺伝子・タンパク質の世界

微生物の遺伝子・タンパク質に関する先端的知見

を資料を交えながら紹介し、将来の食品・工業・

医療分野の発展に直結するバイオ技術がいかに進

展しているかを、その歴史を交えながら講義す

る。（小栁）

第  9 回 腸の機能と私たちの健康について

消化管は単なる消化・吸収器官に留まらず、ホル

モン分泌や免疫応答など、実 に多彩な機能を秘

めていることが明らかとなりつつある。本講義で

は、 消化管の異常が全身性にどのような影響を
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及ぼすのかについて詳述する。さらに食品を用い

た予防についても議論する。（東村）

第 10 回 食の発達と改良

日本人の食は進化しているのでしょうか？それと

も・・・遺伝子操作による作物生産の現状を世界

規模で捉え、日本人の食生活の変遷と抱える未来

問題について概説します。（吉城）

第 11 回 機能性食品とサプリメント

機能性食品やサプリメント開発の実際について、

最近出版された論文や総説を中心に解説する。ま

た、これらの食品を利用する補完代替医療の現状

についても、関連論文の紹介を通し理解を深め

る。（小関）

第 12 回 糖質科学１

生物のエネルギー源として糖質は重要な物質の一

つである。様々な糖質（多糖類、オリゴ糖および

単糖）の性質およびその分解や合成に関連する多

種多様な酵素について概説する。（本多）

第 13 回 糖質科学２

生物のエネルギー源として糖質は重要な物質の一

つである。様々な糖質（多糖類、オリゴ糖および

単糖）の性質およびその分解や合成に関連する多

種多様な酵素について概説する。（本多）

第 14 回 核磁気共鳴分光法の食品科学への応用

核磁気共鳴分光法（NMR）は化学、生物学、物

理学、医学など多くの分野で利用されている測定

手法である。本講義では、食品科学に関連の深い

応用例について最先端の研究を紹介しつつ平易に

解説する。（小椋）

第 15 回 核磁気共鳴分光法の生命科学への応用

核磁気共鳴分光法（NMR）は化学、生物学、物

理学、医学など多くの分野で利用されている測定

手法である。本講義では、生体分子の立体構造・

ダイナミクス、バイオマス、腸内環境など生命科

学に関連の深い応用例について最先端の研究を紹

介しつつ平易に解説する。（小椋）

〔成績評価の方法〕
受講態度（20%）、各講義終了後にレポート提出や試験等を

行い、その結果（80%）をもとに成績評価を行う。
〔予習・復習に関する指示〕
担当者の指示に従うこと。

〔教科書・参考書〕
配布資料

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
何時でも可能

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕

生物資源環境学特論Ⅳ (Advanced Course of
Bioresources and Environmental Sciences IV)　
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生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 共通科目
1年

2単位 　後期
水曜 2限

実務経験なし
講義

応用生命科学専攻教員

〔目的〕
本講義は、生物資源環境学研究科の基本理念である「人・

生物・自然の共生・共存」について、応用生命科学専攻（生

物資源工学研究所）の教員（教授、准教授、講師）が自ら

の専門分野との関係や位置づけから講義する。さらに教員

自らの研究成果やその社会的意義について概説するととも

に、教員各自の共生・共存論を展開するものである。また、

応用生命科学関係の研究成果を社会に適用する際の環境や

社会的倫理を含めた規範についても講義する。

〔到達目標〕
（1） 応用生命科学の分野に関する幅広い知識を身に付ける
ことにより、それらを説明することができる。

（2） 応用生命科学の分野における高度で専門的な知識や知

見を得ることにより、それらを説明することができる。

（3） 研究と社会の繋がりを理解することにより、サイエン

スに対する興味を深めることができる。

〔授業計画・内容（概要）〕
オムニバス形式で講義する。原則的には英語による講義。

〔授業計画〕
第  1 回 食糧生産における人と自然環境の関係 （1）（小

林）

人類の生存基盤である食糧生産における植物の役

割について考察し、バイオテクノロジーによる新

たな機能性を備えた植物の作出例として、低カド

ミウ ム米について紹介する。
第  2 回 食糧生産における人と自然環境の関係 （2）（小

林）

前回に引き続き、バイオテクノロジーによる新た

な機能性を備えた植物の作出例 として、鉄欠乏

耐性イネについて紹介する。

第  3 回 植物の遺伝子操作と環境への影響（森）

遺伝子操作により作出した植物を実用化する場合

に、これら植物の環境への影響評価は不可欠であ

る。遺伝子組換え植物の環境評価法について論じ

る。さらに、分子農業による次世代農業ワクチン

生産植物のような高付加価値植物の作出が、遺伝

子工学により可能になり、分子農業が生まれた。

分子農業の成り立ちと、産業に及ぼす影響を論じ

る。

第  4 回 植物の遺伝子操作による高付加価値植物の作出

と産業利用（森）

分子農業による次世代農業ワクチン生産植物のよ

うな高付加価値植物の作出が、遺伝子工学により
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可能になり、分子農業が生まれた。分子農業の成

り立ちと、産業に及ぼす影響を論じる。

第  5 回 植物の進化と分子機構（竹村）

農業は植物を栽培化することによって始まり発展

した。栽培化における植物の進化を遺伝子という

観点から解説する。

第  6 回 植物成長の基礎概念と分子基盤 （宮島）
農作物の安定的な生産のためには、その成長の仕

組みを理解し、それを最大化する技術を構築する

ことが必須である。本講義においは、植物の成長

の仕組みや特色について解説すると共に、それを

支える分子機構についての知見を紹介する。

第  7 回 植物の力を利用した循環型エネルギーの創出（中

谷内）

遺伝子組換えとゲノム編集を利用してバイオエタ

ノール生産に適した植物を作出する方法を紹介す

る。

第  8 回 環境変化と植物育種（濵田）

環境変化に対する植物の脂質代謝の役割について

解説し、その機構を利用した植物育種に関する事

例を取り上げる。

第  9 回 微生物によるものづくり （南）
微生物は、食品生産や工業生産の上で、重要な役

割を果たしている。微生物・酵素による物質生産

技術開発研究の最新の知見を紹介する。

第 10 回 微生物がもつ酵素と分子進化（村木）

微生物は進化の過程で、環境に適応するために多

様な酵素やタンパク質を獲得してきた。本講義で

は、原始地球から現代に至る地球環境の変遷を背

景に、微生物がもつ酵素の分子進化とその応用に

ついて概説する。

第 11 回 微生物を利用した機能性食品の開発（松﨑）

微生物による発酵食品の健康増進効果は古来より

体感されているが、その分子レベルでの立証が可

能となったのは近年になってからである。様々な

微生物の生産する機能性成分の同定および食品分

野や医薬分野への利用について解説する。

第 12 回 微生物を利用したエネルギー生産技術（馬場）

おもに農業廃棄物を原料としたバイオエネルギー

生産技術を紹介する。この技術開発を進めるうえ

で，用いられる研究手法（メタゲノム解析 ，メ

タトランスクリプトーム解析）についてもあわせ

て解説する。

第 13 回 持続可能な社会を展望する（楠部）

人間活動の量的拡大と質的多様化がもたらす自然

環境・資源循環への影響を論じるとともに，技術

開発がもたらす影響や自然共生のあり方について

持続可能な社会とは何かという点から考える。

第 14 回 ゲノム編集技術CRISPR-Cas9の原理（河井）
CRISPR-Cas9の発見の経緯、詳細な性質、nCas9
とdCas9。

第 15 回 CRISPR-Casの拡張と進化（河井）
塩基編集、 プライム編集への拡張と応用。
国産技術のCRISPR-Cas3。

Cas12、Cas13、CASTs、OMEGA、そして Fanzor
へ。

〔成績評価の方法〕
受講状況と授業への積極性（25％）、レポート試験の結果

（75％）をもとに成績評価を行う。
〔予習・復習に関する指示〕

Moodle上にアップロードされた講義資料がある場合は目を

通しておき、おおまかな話の流れをつかんでおくことを勧

める。それ以外に予習が必要な場合は別途指示する。復習

においては資料を見返すだけでなく、重要な内容を思い起

こすことを勧める。

〔教科書・参考書〕
教材の補助として、Moodle上にアップロード、または配布

した資料を使用する。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
各授業の後、または 随時：ただし、教員のアポイントを取

ること

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
（関連ホームページ）http://www.ishikawa-pu.ac.jp/research/

research_institute/
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕

生物資源環境地域ビジネス論(On Regional Business
of Bioresources and Environment)　

106

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 共通科目
1年　2年

2単位 　次年度前期（隔年）
水曜 4限

実務経験なし
講義

住本　雅洋　松本　健司　森　正之　山下　良平

〔目的〕
近年、わが国は、経済のグローバル化の一方で、人口減少

に直面している。このような経済環境の下、地方に人が住

み続けて豊かな環境を継承・発展させていく上で、その地

方に特有の地域資源を持続可能な方法で有効に利活用する

ことが重要であり、その基盤となる生物資源環境に関わる

産業が重要である。ここでは、生物資源環境に関する課題

や、生物資源環境学を踏まえて創出された新しい科学技術

と知に基づいてビジネスを展開するにあたって基礎となる

知識を講義するとともに、学生自らがビジネスモデルにつ

いて考える課題探求型の授業を行う。

〔到達目標〕
① 生物資源環境に関わるビジネスについて理解する。
② 農村社会・農業経済・ビジネスモデルの変遷、地域ビジ

ネスの経済・経営をレビューし、マーケティング、知的財

産・特許、流通などの基礎的な知識を修得する。

③ それらの理解に基づき、既往研究のレビューなども踏ま
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えて、自ら課題を設定して独自に分析を行い、オリジナル

な提案ができる。

〔授業計画・内容（概要）〕
〔授業計画〕
第  1 回 イントロダクション（山下・住本）

第  2 回 地域資源の保全（山下）

環境資源や文化資源の適切な利用と保全を踏まえ

たビジネス志向について説明する。

第  3 回 マーケティング手法（山下）

マーケティングミックスの中の4P 理論、4C 理論
など，いくつかのマーケティング・リサーチ手法

について説明する。

第  4 回 食料消費行動の考え方 （住本）
消費者の食料消費行動に影響する要因等について

説明する。

第  5 回 地域とビジネス （住本）
ビジネスによる地域経済への波及効果などについ

て説明する。

第  6 回 知的財産権（森）

独自技術は技術系ビジネスを支える背骨であり、

知的財産権またはノウハウにより保護されねばな

らない。本講義では、知的財産権またはノウハウ

の位置づけ、価値評価、マネージメントについて

の基礎を講義する。特に、知的財産のなかで独自

技術を活用したビジネス化に重要な役割を持つ特

許について、特許出願の方法、特許権の取得及び

活用を学ぶ。

第  7 回 バイオテクノロジー・ビジネス（森）

ライフサイエンスの発展に伴い進歩してきたバイ

オテクノロジー・ビジネスを科学的知見の実用化

という観点で解説する。また、産学連携、ベンチ

ャー企業、及びバイオ産業の問題点と将来などに

ついて議論する。

第  8 回 ブランド化戦略（松本）

地域ビジネスを継続的に運営していくためにはブ

ランド力を付けることが重要となる。そこで生物

資源の分野でブランド化に成功している事例を取

り上げながら、ブランド化戦略について学習す

る。

第  9 回 食分野のビジネス展開（松本）

石川県の食品産業の構造と課題および産業界が要

望する技術開発方向について述べ、北陸地域、日

本および海外と対比する形で食分野のビジネス展

開を論述する。

第 10 回 ケーススタディーの報告(1)（全員）
自らが課題を設定してビジネスモデルを報告し、

それに対して、グループディスカッションを行

う。

第 11 回 ケーススタディーの報告(2)（全員）
自らが課題を設定してビジネスモデルを報告し、

それに対して、グループディスカッションを行

う。

第 12 回 ケーススタディーの報告(3)（全員）

自らが課題を設定してビジネスモデルを報告し、

それに対して、グループディスカッションを行

う。

第 13 回 ケーススタディーの報告(4)（全員）
自らが課題を設定してビジネスモデルを報告し、

それに対して、グループディスカッションを行

う。

第 14 回 ケーススタディーの報告(5)（全員）
自らが課題を設定してビジネスモデルを報告し、

それに対して、グループディスカッションを行

う。

第 15 回 ケーススタディーの報告(6)（全員）
自らが課題を設定してビジネスモデルを報告し、

それに対して、グループディスカッションを行

う。

〔成績評価の方法〕
受講状況、授業中の質疑の状況、ケーススタディーの報告

とレポートをもとに成績評価を行う。

〔予習・復習に関する指示〕
各回の担当者の指示に従い、予習・復習を行うこと。

〔教科書・参考書〕
使用しない（適宜、資料を配付します）。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
随時

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
各自の専門的な知識を活かした分析や最新の情報を積極的

に取り入れた分析を踏まえた報告や提案に期待する。

〔資格関係〕
〔キーワード〕

生産科学特別講義Ⅰ (Special Lecture on
Bioproduction Science I)　

200

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 生産科学専攻
1年

1単位 　今年度前期集中（隔年）
実務経験なし

講義
高木　宏樹　岡　義人　村上　賢治　坂本　知昭　今

村　智弘　塚口　直史

〔目的〕
植物基礎研究領域、植物生産研究領域における最新の理論

的、実験的研究や技術開発の動向ならびに新しい実験手法

について論述する。当該領域の研究技術の最前線、将来展

望を把握することで、独創的研究への足がかりとする。

〔到達目標〕
1　植物生産および植物基礎研究領域の最近の知見について
分子生物学的に説明することができる。

2　 植物生産および植物基礎研究領域の最新の論理的、実験
的研究や新しい実験手法について説明することができる。
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〔授業計画・内容（概要）〕
当該研究、技術開発を行うこととなった発想、社会的背景、

将来への展望・波及効果などを含め、講義は、 各担当教員
が専門とする分野について概説、担当の教員がコーディネ

ートした外部の第一線で活躍する研究者や民間の技術者の

集中的講義、担当教員・外部講師・学生間の質疑応答で構

成する。

〔授業計画〕
第  1 回 植物基礎研究領域（高木宏樹、岡義人）

物質生産の基盤となる植物体は、発芽・栄養生

長・生殖生長の各段階においてそれぞれ必要とす

る器官を順次形成することで形作られる。植物は

光や温度といった環境シグナルを受容し、応答・

適応する仕組みを備えている。本講義では、植物

の環境シグナル応答を主に分子生物学的視点から

取りあげ、従来の交雑育種や分子育種など育種に

関する最新の知見や、植物の光・温度応答に関わ

る受容体の機能および情報伝達過程について、分

子生物学・生化学・分子遺伝学的解析による最新

の知見についても論述する。

第  2 回 植物生産研究領域（村上賢治、坂本知昭、今村智

弘、塚口直史）

果実あるいは米粒中への光合成物質の転流が、集

積する部位あるいは植物全体の温度に影響される

事例を挙げながら説明する。ブドウでは数種の植

物ホルモン処理による果皮色の質的変異について

口述する。イネでは植物ホルモン処理による葉身

角度と収量との関係を、さらに栽培温度と白未熟

粒発生との関係について論述する。

〔成績評価の方法〕
受講状況、授業中の質疑の状況、レポート、試験の結果を

もとに成績評価を行う。

〔予習・復習に関する指示〕
必要に応じて論文などの参考文献で予習・復習を行う。

〔教科書・参考書〕
各講義ユニットで配布する資料。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
授業後に受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
〔キーワード〕

生産科学特別講義Ⅱ (Special Lecture on
Bioproduction Science II)　

201

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 生産科学専攻
1年　2年

1単位 　次年度前期（隔年）
実務経験あり

講義
弘中　満太郎　住本　雅洋　浅野　桂吾　橋谷田　豊　

佐々木　恵亮　髙原　浩之

〔目的〕
資源管理及び動物生産における最新の研究や技術開発、社

会・経済・技術問題とその解決の可能性について、講義、

演習、実習を行う。「生物と自然と人間の共生・共存の理」

の視点から、資源管理と動物生産での研究・技術の最前線

を把握し、独創性の根底を磨く。

〔到達目標〕
1）招聘者と教員で行う講義・演習を基本に、担当教員、履
修学生と招聘者によるゼミ形式で、資源管理と動物生産に

おける研究・技術の最前線を把握する。

2）調査・研究・技術開発の問題点と発展方向を学際的に論
じることができる。

〔授業計画・内容（概要）〕
資源管理及び動物生産の現在の諸問題について、その研究・

調査・技術開発の最先端を外部の第一線で活躍する研究者

や技術者を招聘して講義・演習を行う。この講義は集中的

な講義・演習とする。招聘する研究者は下記の分野から選

択する。選ばれた分野の招聘者は、他の分野の諸問題も視

野に入れて講義・演習を行う。

〔授業計画〕
第  1 回 生物資源管理学分野

圃場および植物工場での病害虫の管理、病害虫に

よる被害の発生メカニズム、生物多様性保全を目

的とした調査と保全技術、農林漁業、食糧需要、

農業政策、農業経営に関する市場資源と非市場資

源の利用の経済分析、など。

第  2 回 動物生産学分野

飼料資源開発、飼料イネの家畜への給与技術、中

山間地の耕作放棄地・山間を活用した放牧での牛

の栄養、アニマルウェルフェア、牛の暑熱対策、

家畜の育種改良方法、先端的な発生工学技術、ゲ

ノム編集技術、現在の家畜生産関連の研究課題、

など。

〔成績評価の方法〕
受講状況を30%、レポート70% を評価の主な柱とする。

〔予習・復習に関する指示〕
講師によっては事前に資料等を提示するので、予習、復習

に活用すること。

〔教科書・参考書〕
講義によっては資料を配布する。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
講義後に受け付ける。
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〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
実務経験に関して：担当には、これまでに各関係の公的機

関や民間会社において、調査研究、技術開発および技術者

養成に携わってきた教員を含む場合がある。これら実務経

験で得られた知見や技術の実際を講義に取り入れて学生の

理解醸成に活かす。

〔資格関係〕
〔キーワード〕
害虫、微生物、病害、防除、生物多様性、野生動物、生態

系保全、農林漁業、食糧需要、農業政策、農業経営、経済

分析、家畜生産、飼料資源開発、耕作放棄地活用、中山間

地放牧、栄養、アニマルウェルフェア、暑熱対策、育種改

良、発生工学、ゲノム編集

植物分子機能学特論 (Advanced Course of
Molecular Plant Fucnction)　

202

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 生産科学専攻
1年　2年

2単位 　今年度前期（隔年）
実務経験なし

講義
高木　宏樹　岡　義人

〔目的〕
本講義では、植物の光・温度応答、植物の遺伝解析と育種

技術、植物と病原微生物との相互作用について、分子およ

び遺伝子の知見を踏まえて理解することを学習目標とする。

〔到達目標〕
（1） 植物の光・温度応答に関わる受容体の機能および情報

伝達過程について、分子生物学・生化学・分子遺伝学的知

見を理解し、説明できる。

（2） 植物における遺伝解析技術および育種技術について理

解して説明できる。

（3） 植物病の原因となる病原体の感染機構とそれに対する

植物の抵抗性のメカニズムについて、その現象を分子モデ

ルと併せて説明できる。

〔授業計画・内容（概要）〕
3人の教員によるオムニバス方式で講義などを行う。

〔授業計画〕
第  1 回 品種間の交配と遺伝的分離　植物遺伝学

品種間の交配によって得られた分離集団の遺伝的

分離について概説する。

第  2 回 遺伝解析の実験手法

遺伝解析に用いる実験手法についての基本的な技

術を概説する。

第  3 回 自家不和合の分子機構

自家不和合性に関する分子メカニズムについて概

説する。

第  4 回 形質転換による育種

形質転換技術について基本的な技術および形質転

換技術を用いた実際の育種について概説する。

第  5 回 次世代シーケンサーを用いた遺伝解析

次世代シーケンサー由来のデータを用いた解析手

法について概説する。

第  6 回 植物免疫の基本モデル　植物病管理研究室

植物免疫の基本的概念である「ジグザグモデル」

について解説する。

第  7 回 植物免疫応答のスイッチ１

植物免疫受容体による防御応答のオン・オフ機構

について解説する。

第  8 回 植物免疫応答のスイッチ２

植物の免疫受容体複合体による防御応答機構に

ついて解説する。

第  9 回 植物免疫応答の誘導と抑制

病原体に対する植物の免疫応答とその抑制につい

て解説する。

第 10 回 物免疫応答と環境

植物の免疫応答を周囲の環境要因と関連付けて

議論する。

第 11 回 植物の光環境応答と光受容体　植物分子生理学

植物の光環境応答および光受容体の種類と機能に

ついて、研究の背景を含めて概説する。

第 12 回 フィトクロムの機能と情報伝達

フィトクロム分子の特性および情報伝達、遺伝子

発現制御の分子機構について、最近の知見をまと

める。

第 13 回 青色光・UV受容体の機能と情報伝達
クリプトクロム、フォトトロピン、UVR8など青
色光・UV受容体の機能および情報伝達機構につ

いて、最近の研究動向を論ずる。

第 14 回 植物の温度応答の分子機構

温度変化に対する植物の応答を取り上げ、温度情

報の認識と情報伝達、遺伝子発現制御の分子基盤

について概説する。

第 15 回 光受容体と花成

光周性による花成制御を取り上げ、フィトクロ

ム・クリプトクロムなどの光受容体から概日時

計、CO/FT経路へ至る情報伝達について、最近の
知見をまとめる。

〔成績評価の方法〕
授業中の質疑の状況、レポート、試験の結果（各担当教員

ごとに行う）をもとに成績評価を行う。

〔予習・復習に関する指示〕
必要に応じて論文などの参考文献で予習・復習を行う。

〔教科書・参考書〕
資料などを配布する。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
授業時間以外でも、質問は随時受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕
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植物生産機能調節論 (Regulation in
bioproduction)　

203

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 生産科学専攻
1年　2年

2単位 　今年度後期（隔年）
実務経験なし

講義
木下　貴文　高居　恵愛　村上　賢治　坂本　知昭　今

村　智弘　塚口　直史

〔目的〕
植物はその特徴を種々の条件下で多様に発現する。本論で

は作物および園芸植物から高品質でより多くの生産物を得

ることを目的として、これら植物の持つ機能を栽培環境と

の関係から詳細に解析し、その機能を最大限に発揮させる

ための新しい栽培技術の開発について述べる。特に北陸地

域の夏季の多日照高温、秋から春季の寡日照低温における

植物機能の発現のしかたと技術開発、さらには気象予測に

基づく植物成長制御についても論述する。

〔到達目標〕
（1） 植物の持つ機能を最大限に発揮し、より高品質で多く

の生産物を得るための栽培技術開発について説明できる。

（2） 栽培環境、特に北陸地域の夏季の多日照高温、秋から

春季の寡日照低温における植物機能の発現のしかたと栽培

技術開発について説明できる。

（3）気象予測に基づく植物成長制御について説明できる。
〔授業計画・内容（概要）〕
〔授業計画〕
第  1 回 植物生産機能調節とは

本講義についてのガイダンスを行う。（村上）

第  2 回 作物生産に関する最近の話題①

作物生産に応用可能な遺伝子や植物生長調節物

質、あるいは各種ストレスに対する作物の生理的

応答など、最近の話題を取り上げて概説する。（坂

本）

第  3 回 作物生産に関する最近の話題②

前回取り上げた内容について、教員を交えたグル

ープディスカッションを行う。（坂本）

第  4 回 気候変動による収量や品質低下の発生機構

気候変動による農作物の収量や品質低下の例を示

し、その発生機構を解説する。（塚口）

第  5 回 気候変動による作物生産への被害に対する方策

収量や品質に対する気候変動による作物生産への

被害が、栽培技術の開発や新品種の育成により克

服された例を紹介し、現在および将来の問題に対

する方策を議論する。（塚口）

第  6 回 未利用資源の植物栽培への有効利用

各種廃棄物資源の野菜栽培への利用について検討

した事例を紹介し解説する。（村上）

第  7 回 野菜の種子生産

野菜の効率的なF1品種種子の生産について解説

する。（村上）

第  8 回 植物工場での野菜生産

植物工場での野菜生産について解説する。（村上）

第  9 回 植物の開花制御機構

植物の開花を誘導する外的要因（環境）および内

的要因について詳細に解説する。（今村）

第 10 回 園芸花卉の開花制御技術

園芸花卉栽培において、開花誘導要因を利用した

開花調節技術を解説する。（今村）

第 11 回 露地野菜における生育制御技術

露地野菜は施設野菜のように高度な環境調節が困

難である一方で、食用作物と異なり作型の分化に

富み適時適量の生産が求められる。ここでは、そ

のために実際に生産現場で行われている生育制御

技術について解説する。（木下）

第 12 回 露地野菜における生育制御技術の研究状況

野菜は各地域での生産とリレー出荷によって周年

的な供給が行われているが、品目によっては端境

期が存在し、さらに近年の気候変動により安定的

な出荷が困難になっている。ここでは、露地野菜

における最近の生育制御技術の研究状況と今後の

方向について論じる。（木下）

第 13 回 露地野菜の生育予測および生産管理におけるDX
化の研究状況

近年の気候変動の影響によって露地野菜の生産は

不安定化しており、これまでのように経験と勘で

はなくデータに基づく生産管理や収量の安定化の

重要性が増している。ここでは、露地野菜におけ

る生育予測等のDX化の研究状況と活用事例につ
いて解説する。（木下）

第 14 回 新しいブドウ栽培技術の開発

現在のブドウ産地は、高齢化・兼業化や品種ニー

ズの変化、輸入自由化、農薬や化学肥料の多用に

よる環境問題など、新たな課題に直面している。

熟練の専業農家に加え、高齢者や女性、さらに新

規就農者の高品質果実の安定多収への要望に応

えるとともに、安全で環境に優しい、新しいブド

ウ栽培技術の開発について講義する。（高居）

第 15 回 分子生物学技術の果樹育種への応用

日本の果樹育種技術の到達点と、新品種が果たす

役割について講じる。特に、近年の分子生物学技

術の果樹育種への応用について重点的に講義す

る。（高居）

〔成績評価の方法〕
受講状況20%、授業中の質疑状況＋レポートまたは試験の点
数80% を目安とする

〔予習・復習に関する指示〕
事前に資料が提示された場合は読んでおくこと

〔教科書・参考書〕
特に指定せず回ごとにプリントを配布する

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
質問などは随時受け付けますがメール等でなるべく事前に

連絡してください

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
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〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕

動物資源特論 (Special lecture on animal
resources)　

204

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 生産科学専攻
1年　2年

2単位 　次年度後期（隔年）
水曜 3限

実務経験あり
講義

橋谷田　豊　浅野　桂吾　佐々木　恵亮

〔目的〕
　本講義では自然と共生した動物生産体系を確立するため

に、里山等自然環境を活用した動物生産を行うための考え

方を学び、可能性を議論する。アニマルウエルフェアやス

トレスの観点からの動物行動の解明、生産への影響とそれ

を踏まえた動物管理について論述する。また、近年の繁殖

新技術を活用した産業動物の育種改良の実際、生殖補助技

術への応用とその問題点、ゲノミックによる動物育種など

を論じる。さらに、動物生産のなかでも社会的問題となっ

ている飼料添加物の利用や集約的家畜生産について議論す

る。

〔到達目標〕
1．動物管理におけるアニマルウェルフェアの重要性につい
て議論できる。

2．動物の生殖技術および集約的な畜産物生産について議論
できる。

3．自然と共生した動物生産について議論できる。
4. 遺伝子育種およびゲノム編集動物の利用について議論で

きる。

〔授業計画・内容（概要）〕
オムニバス方式で講義する。

担当者　第1回〜第4回：担当未定（動物管理学）、第5回〜

第8回：橋谷田（動物繁殖学）、第9回〜第12回：浅野（動物
栄養学）、第13回〜16回：佐々木（動物育種学）

〔授業計画〕
第  1 回 アニマルウェルフェアとストレス（予定）

動物の受けるストレスとアニマルウェルフェアに

ついて議論する。（予定）

第  2 回 動物の行動（予定）

動物の行動から、その意味について広く議論す

る。（予定）

第  3 回 動物管理とITC（予定）
動物管理におけるITC導入の現状と課題について
広く議論する。（予定）

第  4 回 動物管理と環境保全（予定）

動物管理をとりまく環境保全について広く議論す

る。（予定）

第  5 回 畜産物生産の実際（Ⅰ）

家畜および畜産物の生産現場で抱える課題を学

び、それらへの対応等について議論する。

第  6 回 畜産物生産の実際（Ⅱ）

家畜および畜産物の生産現場で抱える課題を学

び、それらへの対応等について議論する。

第  7 回 発生工学の生殖補助技術への応用

ヒトでは生殖補助技術により誕生する子供の率が

向上している。家畜においても生産性の向上のた

め、生殖補助技術が行われつつある。その現状を

紹介し、将来の展望について討議する。

第  8 回 繁殖新技術を用いた動物生産

体細胞クローン牛は、肉や牛乳は通常のウシのも

のと変わらないと認められたにもかかわらず、生

産は行われていない。クローン等の先端技術によ

る動物作出の意義や将来性について議論する。

第  9 回 家畜飼料の生産と利用

飼料需給をめぐる情勢と自給飼料の生産について

学び、問題点を議論する。

第 10 回 エコフィード

未利用資源の飼料化技術とエコフィード生産・利

用の実際を講義する。

第 11 回 地域資源活用型の畜産

里山等の地域資源を活用した畜産の取り組みにつ

いて学び、地域振興と畜産のあ り方について議

論する。

第 12 回 草地畜産

草地畜産の現状や放牧をはじめとする草地活用法

の新技術を学び、意義や将来性 を議論する。
第 13 回 動物育種の歴史と課題

動物の家畜化の始まりから現代に至るまでの家畜

育種選抜の歴史を概説するとともに、今日の動物

育種が抱える問題点について議論する。

第 14 回 遺伝情報を駆使した動物のゲノム育種

DNAマーカーや一塩基多型といった遺伝情報に基
づいた優良個体の選抜法について解説する。さら

に、動物のゲノム育種の将来的な展望についての

議論を進める。

第 15 回 ゲノム編集を用いた動物育種

近年急速に発達してきたCRISPRなどのゲノム編
集の詳細なメカニズムから、動物育種への応用に

至るまでを解説する。また、ゲノム編集技術がす

でに実用的に利用されている農林水産物との違い

について議論する。

第 16 回 他分野との融合による今後の動物育種の展開

家畜動物の生産に関わる近隣学術分野との融合に

より動物育種分野がどのような展開をみせるのか

について解説するとともに、持続可能な動物育種

法について議論を進める。

〔成績評価の方法〕
受講状況30％、レポート70％を評価の主な柱とする。

〔予習・復習に関する指示〕
講義前後にMoodle、あるいは紙媒体で資料を配布するので、
予習、復習に役立てること。

〔教科書・参考書〕
とくに指定しない（資料を配布する）。
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〔その他履修上の注意事項〕
各講義の終了後にレポートを提出すること。

〔オフィスアワーの設定〕
授業後に受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
実務経験に関して：担当には、これまでに国、独立行政法

人の畜産関係機関において、調査研究、技術開発および技

術者養成に携わってきた教員が含まれる。これら実務経験

で得られた知見や技術の実際を講義に取り入れて学生の理

解醸成に活かす。

〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕
動物管理、動物繁殖、動物栄養、アニマルウエルフェア、

ストレス、発生工学、エコフィード、草地、ゲノム解析、

ゲノム育種、ゲノム編集技術

資源管理特論 (Lecture on Resource
Management)　

205

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 生産科学専攻
1年　2年

2単位 　次年度後期（隔年）
火曜 2限

実務経験なし
講義

弘中　満太郎　住本　雅洋　髙原　浩之

〔目的〕
本講義では、農業生産を取り巻く多様な課題に対して、経

済的視点に基づく資源管理、植物病害の理解と管理、生物

多様性を活かした農産物保護を統合的に学ぶことを目的と

する。参加者は、食料システムの経済構造、植物病害の発

生メカニズムと防除、生態系サービスを活かした持続可能

な管理を統合的に学び、食料生産の安定と環境保全の両立

に必要な知識と実践的方法への理解を深める。

〔到達目標〕
（1）資源管理における経済的視点の理解と応用：
資源管理と持続的な食料システムについて経済的視点から

説明できる。

（2）植物病害の発生機構と防除の理解：
植物病害の発生生態や防除手法を説明でき、環境に配慮し

た病害管理の考え方を理解する。

（3） 生物多様性と生態系サービスの評価：
生物多様性の役割を理解し、生態系サービスを活かした持

続的管理の意義を説明できる。

（4）持続可能な農業管理の統合的理解：
経済・病害・生物多様性の視点を統合し、食料生産の安定

と環境保全を両立する管理の考え方を論理的に説明できる。

〔授業計画・内容（概要）〕
生産科学科の担当教員が以下の内容で講義する。

〔授業計画〕
第  1 回 持続的な食料システムと資源管理 （住本）

持続的な食料システムを実現する資源管理の基本

的な考え方を説明する。

第  2 回 植物保護の課題の経済学的理解 （住本）
植物保護の基本的課題について、経済学的な枠組

みからの見方を説明する。

第  3 回 IPMと外部性 （住本）
IPMを、正と負の外部性という視点から説明す

る。

第  4 回 生態系サービスの公共財的性質 （住本）
生態系サービスがもつ公共財としての側面と、保

全政策の論点を説明する。

第  5 回 協調的行動による資源管理 （住本）
資源管理における協調行動の重要性と成立条件を

説明する。

第  6 回 植物病管理とは何を管理するのか（髙原）

植物病管理を「病原体の防除技術」としてではな

く、「作物生産の安定のための管理」という視点

から捉え直し、本講義で扱う管理対象と枠組みを

導入する。

第  7 回 植物側の生物資源管理（髙原）

植物の成長と防御のトレードオフや免疫応答つい

て感染生理の観点から解説し、植物のコスト分配

について理解する。

第  8 回 微生物側の生物資源管理（髙原）

微生物の「病原性」を「生存戦略」として捉え、

微生物がどのように植物体内に侵入し、栄養を獲

得し、増殖・伝播しているのかを具体例をもとに

解説する。

第  9 回 病害防除という資源管理（髙原）

植物の病害防除法を具体例で整理し、防除技術を

どのように管理してその効果を発揮させるかを考

える。

第 10 回 持続的生物資源管理（髙原）

植物・病原体・防除・環境を統合し、抵抗性の崩

壊や気候変動も含めた「持続可能な病害管理」の

設計について考える。

第 11 回 資源としての生物多様性（弘中）

生物多様性がもたらす生態系サービスとそこから

得られる人間の福利について解説する。また、生

物多様性がグローバルかつ急速に失われている現

状と、その喪失原因について説明する。

第 12 回 生物多様性保全の国際的取り組み（弘中）

生物多様性条約会議と締約国会議（COP）が実施
された歴史的経緯に加えて、それぞれの取り組み

内容について解説する。特に、昆明・モントリオ

ール生物多様性枠組のビジョンやミッションにつ

いて説明する。

第 13 回 生物多様性保全の国家戦略（弘中）

生物多様性の保全と持続可能な利用に関する日

本国政府の計画について解説する。最新の国家戦

略である生物多様性国家戦略2023-2030を理解し

た上で、生物多様性保全のために経済的活動への

注目が必要という根拠について議論する。

第 14 回 企業が取り組む生物多様性保全（弘中）
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国内外の先進的企業が進める生物多様性保全の

具体例について解説する。生物多様性民間参画ガ

イドラインの内容を理解した上で、今後、参画が

増加すると予想される産業セクターと、参画の際

のリスクとチャンスについて説明する。

第 15 回 生態的光害とその対策（弘中）

生物多様性減少の主要な要因と考えられている生

態的光害について解説する．その対策技術の現状

を踏まえた上で、企業とどのような技術や製品を

開発していくべきかについて議論をする。

〔成績評価の方法〕
受講状況と授業中の質疑、レポート、試験結果を基礎にす

る。　

各教員の講義終了時にレポートを提出。

〔予習・復習に関する指示〕
各教員の指示に従うこと。

〔教科書・参考書〕
各教員の講義で資料を配付する。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
質問などは随時受け付けますが、メール等でなるべく事前

に連絡してください。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
〔キーワード〕

生産科学演習Ⅰ (Seminar on Bioproduction
Science I)　

206

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 生産科学専攻
1年　2年

2単位 　通年
実務経験なし

演習
高木　宏樹　岡　義人

〔目的〕
植物の光・温度応答などの生理現象を分子レベルで理解す

る、バイオインフォマティクスやゲノム育種の利用により

有用な新品種野菜を創出する、といった国内外の様々な研

究事例を取り上げて、セミナー形式で演習を行う。受講者

は、演習を通じて、基本原理を学ぶとともに研究の設計技

術、理論的解析手法や実験手法を習得し、博士前期過程に

おける技術、研究能力の向上を目指す。

〔到達目標〕
（1）植物の様々な生理現象に関する諸問題を解決するため

に必要な、分子生理学的、生化学的、分子遺伝学的解析手

法の基本原理・理論について説明できる。

（2）有用な新品種野菜を創出するために、バイオインフォ

マティクスやゲノム育種を解析する新しい手法の開発とそ

の動向について説明できる。

〔授業計画・内容（概要）〕
演習は系および研究室の単位にてセミナー形式で行う。学

生による論文発表、進捗状況の報告、修士論文計画検討会、

論文進捗中間報告会、年間成果報告会とする。学生の論文

発表は、修士論文テーマに関連ある学会誌等に発表された

他者の論文を取り上げ、背景、新規性、理論、実験手法、

結果等を発表し、教員や他学生と議論する。これらの授業

を通じて、社会的背景、波及効果、重要性、基本原理・理

論、実験手法を十分理解させるよう配慮する。

〔授業計画〕
分子生理学分野：

分子生理学分野では、植物が光や温度といった環境シグナ

ルを受容し、応答・適応する仕組みを理解することを目的

とし、関連する分子生理学的、生化学的、分子遺伝学的解

析手法について、その基本原理・理論に関する演習を行う。

また、修士論文に関する進捗報告・検討会での議論を通し

て研究指導を行う。（岡）

植物育種学分野：

植物育種学分野では、バイオインフォマティクスやゲノム

情報を活用した育種の利用により有用な新品種を創出する

ために必要な、基本原理・理論に関する演習を行う。また、

同分野の修士論文に関する報告会などにおける議論を通し

て、研究指導を行う。（高木）

〔成績評価の方法〕
資料の準備状況やその内容、発表におけるプレゼンテーシ

ョン技術、演習での聴講態度や質疑の内容をもとに成績評

価を行う。

〔予習・復習に関する指示〕
基本的には、セミナーの話題提供者が討論資料を準備し、

数日前に事前に配布することで予習を行う。また、報告会

や進捗状況の報告で受けた質問について、先行研究などを

整理して回答をすることで復習を行う。

〔教科書・参考書〕
特に指定しない

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
質問などは随時受け付けますが、メール等でなるべく事前

に連絡してください。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕

生産科学演習Ⅱ (Seminar on Bioproduction
Science II)　

207

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 生産科学専攻
1年　2年

2単位 　通年
実務経験なし

演習
木下　貴文　高居　恵愛　村上　賢治　坂本　知昭　今

村　智弘　塚口　直史

〔目的〕
食用作物および園芸作物を利用し食料生産を向上させるた

めには、これらの作物の植物機能をどのように調節したら
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よいかについて、学生のデータあるいは国内および国外に

おける様々な事例をあげ、セミナー形式で演習を行う。受

講者は、演習を通し、基本原理を学ぶとともに理論的解析

手法、実験手法を習得し、技術、研究能力の向上を目指す。

〔到達目標〕
（1） 土地利用型作物の生産に関する諸問題を解決するため

に必要な、生態学的、形態学的、生理生化学的、遺伝学的

解析手法の開発とその動向について説明できる。

（2） 園芸作物の品質や生産性の向上を図るために、種々の

環境調節方法とその結果として生ずる植物の生態反応との

関係について説明できる。

（3） 園芸作物を利用し食料生産を向上させるために植物機

能をどのように調節したらよいかについて、形態学的、生

化学的、遺伝的に解析する新しい手法の開発とその動向に

ついて説明できる。

〔授業計画・内容（概要）〕
（演習の行い方・年間計画）

セミナー形式で毎週行う。セミナーの話題提供者が討論資

料を準備し、事前にアップロードし、提供者の発表と参加

者の討論によって行う。学生それぞれの修士論文研究につ

いて、計画検討（５月頃）、進捗状況報告（９月頃）、学会

発表練習（必要に応じて）、年間成果報告会（1月頃）など

を行う。また、それぞれの学生の修士論文テーマに関連あ

る学会誌等に発表された論文のいくつかをとりあげ、背景、

新規性、理論、実験手法、結果等を発表し、社会的背景、

波及効果、重要性、基本原理、理論、実験手法を十分理解

させる。

〔授業計画〕
（演習の対象研究分野）

作物学分野：

　土地利用型作物の生産に関する諸問題を解決するために

必要な、生態学的、形態学的、生理生化学的、遺伝学的解

析手法を駆使した問題解決型の総合的研究手法の開発とそ

の動向に関する演習を行う。また、同分野の修士論文進捗

状況報告に対する議論を通して、研究指導を行う。（塚口、

坂本）

園芸学分野：

　園芸作物を利用し食料生産を向上させるためには、園芸

作物の植物機能をどのように調節したらよいかについて、

形態学的、生化学的、遺伝子に解析する新しい手法の開発

とその動向に関する演習を行う。また、同分野の修士論文

進捗状況の報告に対する議論を通して、研究指導を行う。

（村上、今村、木下）

果樹学分野：

　園芸作物の品質や生産性の向上を図るためには、栽培学

的にどのような手法があるかについて学習する。具体的に

は、種々の環境調節方法とその結果として生ずる植物の生

態反応との関係についての演習を行う。また同分野の修士

論文進捗状況の報告に対する議論を通して、研究指導を行

う。（高居）

〔成績評価の方法〕
作成資料の準備・内容・発表の仕方、演習における質疑の

内容などをもとに成績評価を行う。

〔予習・復習に関する指示〕
当日の資料は事前に読んでおくこと

〔教科書・参考書〕
特に指定しない

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
質問などは随時受け付けますがメール等でなるべく事前に

連絡してください

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕

生産科学演習Ⅲ (Seminar on Bioproduction
Science III)　

208

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 生産科学専攻
1年　2年

2単位 　通年
実務経験あり

演習
橋谷田　豊　浅野　桂吾　佐々木　恵亮

〔目的〕
耕畜連携による飼料自給率の高い動物生産体系を確立する

ために必要な知識を体得させる。最初の数回は、動物栄養

学、動物繁殖学、動物行動学、動物管理学、動物育種学の

最新の著書、文献を輪読する。その後はセミナー形式で各

々の学生の課題研究テーマに即した文献紹介・討論を行う。

さらに、課題研究の進展に応じて実験計画検討・中間検討

会などを行い、論文の完成度を高める。

〔到達目標〕
（1） 動物栄養学、動物繁殖学、動物行動学、動物管理学、

動物育種学の最新の著書、文献の内容を理解、習得できる。

（2） 自ら課題研究の実験計画を立て、動物生産研究領域の

教員、大学院生とディスカッションできる。

（3） 研究成果をパワーポイントを用いて紹介し、動物生産

研究領域の教員、大学院生とディスカッションできる。

〔授業計画・内容（概要）〕
（演習の行い方・年間計画）

動物生産研究領域の研究室が合同で行う。演習はセミナー

形式で行うが、基本的には、セミナーの話題提供者が討論

資料を準備し、数日前に事前に配布し、提供者の発表と参

加者の討論によって行う。年間計画は、学生による研究発

表（6 回/1 学生）、教員による研究会3 回、修士論文計画検
討会1 回、実験手法検討会1 回、論文進捗状況発表会2 回、

学会発表練習会1 、2 回、年間成果報告会1 回とする。学生

の研究発表は、修士論文テーマに関連ある学会誌等に発表

された他者の論文1 、2 報について、背景、新規性、理論、

実験手法、結果等を発表する。教員の研究会では、自身の

研究分野に関連あるトピックスをストーリーとなるように

纏めて講述する。社会的背景、波及効果、重要性、基本原

理、理論、実験手法を十分理解させるよう配慮する。（オン

ラインにより行う場合もある）
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〔授業計画〕
演習の対象研究分野

（動物栄養学分野）

飼料資源開発、動物に与える飼料の種類が乳・肉の生産に

及ぼす影響に関して文献紹介、討論を行う。とくに、雑草、

農産副産物、食品製造副産物など未利用資源の飼料利用、

稲発酵粗飼料の給与が乳・肉のビタミンE 含量、食味に及ぼ
す影響、機能性乳酸菌を用いた稲、麦のホールクロップサ

イレージについての理解を深める。また、同分野の修士論

文進捗状況の報告に対する議論を通して、研究指導を行う。

（浅野）

（動物繁殖学分野）

　生殖科学分野の研究について纏められた著書、課題研究

に関連した文献などについて輪読あるいはセミナー形式で

紹介・討論を行う。とくに、発生工学、生殖補助技術、核

移植技術などの理解を深める。また、同分野の修士論文進

捗状況の報告に対する議論を通して、研究指導を行う。（橋

谷田）

（動物育種学分野）

　ゲノムを網羅的に調査する次世代シークエンス解析や、

試験管内で卵を産生する技術を用いた哺乳動物の効率的な

生産・育種法の開発、さらに絶滅危機に瀕する貴重な動物

の遺伝資源を保護するための多能性幹細胞や生殖工学技術

を用いたアプロｰチなどについて理解を深める。また、同分

野の修士論文進捗状況の報告に対する議論を通して、研究

指導を行う。（佐々木）

〔成績評価の方法〕
受講状況25％、作成資料の準備･内容･発表の仕方、演習に

おける質疑の内容75％を評価の主な柱とする。
〔予習・復習に関する指示〕
講義によっては事前に資料を提示するので、予習、復習に

役立てること。

〔教科書・参考書〕
セミナーにあらかじめ配付される資料等を教材とする

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
授業後に受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
実務経験に関して：担当には、これまでに国および独立行

政法人の畜産関係機関において、調査研究、技術開発およ

び技術者養成に携わってきた教員が含まれる。これら実務

経験で得られた知見や技術の実際を講義に取り入れて学生

の理解醸成に活かす。

〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕
家畜飼料資源、未利用資源利用、稲発酵粗飼料、アニマル

ウェルフェア、ストレス応答、日内リズム、飼養環境、環

境エンリッチメント、動物発生工学、生殖補助技術、繁殖、

人工授精、胚移植、体外受精、顕微授精、雌雄産み分け、

ゲノム育種、ゲノム編集動物

生産科学演習Ⅳ (Seminar on Bioproduction
Science IV)　

209

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 生産科学専攻
1年　2年

2単位 　通年
実務経験なし

演習
弘中　満太郎　住本　雅洋　髙原　浩之

〔目的〕
農業生産を取り巻く資源上の課題に対して、害虫や病害の

防除、資源の効率的利用、生産システムの構築といった観

点から新たな解決法を見出すことを目指し、そのために必

要な専門的知識を習得するため、国内外の様々な研究事例

を取り上げて、セミナー形式で演習を行う。さらに本演習

を通じて、研究計画の立案技術、調査分析手法や実験技術、

プレゼンテーション技術を習得し、研究能力の向上を目指

す。

〔到達目標〕
（1）農業生産を取り巻く資源上の課題を解決するために必

要な、植物保護学的、経済学的理論と解析手法の基本原理

について説明できる。

（2）資源管理における具体的な解決方法を確立するために、
既存の研究成果をもとにした新たな研究計画を立案し、学

生自らが調査、分析、実験を実施して、成果をまとめて発

表することができる。

〔授業計画・内容（概要）〕
（演習の行い方・年間計画）

系合同および各研究室の単位にてセミナー形式で行う。学

生による論文発表、進捗状況の報告、修士論文の計画検討

会、中間報告会、最終報告会などを内容とする。学生の論

文発表は、修士論文テーマに関連ある学会誌等に発表され

た他者の英語論文を取り上げ、背景、新規性、理論、実験

手法、結果等を発表し、教員や他学生と議論する。これら

の授業を通じて、社会的背景、波及効果、重要性、基本原

理・理論、実験手法を十分理解させるよう配慮する。

〔授業計画〕
（演習の対象研究分野）

応用昆虫学分野：（弘中）

害虫、益虫、希少昆虫の行動様式と行動原理についての理

解を深めるために必要な、動物行動学、神経行動学、行動

生態学、感覚生態学といった分野の基礎知識を、論文紹介

を通じて学ぶ。また修士論文に関する報告会や進捗報告を

通して、研究に不可欠な科学的手法を身に付けるための指

導を行う。

植物病管理学分野：（髙原）

植物と病原体の相互作用についての理解を深め、農産物の

保護技術開発に寄与するための基礎的・応用的知識を学ぶ。

学術論文の紹介、修士論文に関する報告会、研究の進捗報
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告を通じて、主体性と論理性を備えた研究活動を行えるよ

う指導する。

生物資源経済学分野：（住本）

農業経営体、消費者、農村等における資源の利用や管理に

ついて経済学的に分析するために必要な理論と方法を学ぶ。

修士論文に関する報告会、研究の進捗報告等を通じて、自

律的に研究活動を行えるように指導する。

〔成績評価の方法〕
資料の準備状況やその内容、発表におけるプレゼンテーシ

ョン技術、演習での聴講態度や質疑の内容をもとに成績評

価を行う。

〔予習・復習に関する指示〕
基本的には、セミナーの話題提供者が討論資料を準備し、

事前に配布することで予習を行う。また、報告会や進捗状

況の報告で受けた質問について、先行研究などを整理して

回答をすることで復習を行う。

〔教科書・参考書〕
特に指定しない。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
質問などは随時受け付けますが、メール等でなるべく事前

に連絡してください。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕

生産科学課題研究 (Resesrch Work on
Bioproduction Science(Research Instruction))　

210

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 生産科学専攻
1年　2年

10単位 　通年
実務経験なし

講義
生産科学専攻教員

〔目的〕
修士論文作成のための理論的ならびに実験的研究の指導を

通して、高度の専門性を持った生産技術者、研究者、企業

的農業経営者等を養成することを目的とする。

〔到達目標〕
（1） 生産科学専攻に属する植物生産基礎、植物生産、動物

生産、生物資源管理の４つの領域に関連した研究テーマを

自立的に探索・選択し、論文作成までを主とした実験的研

究を行うことができる。

（2） 高度の専門的職業人としての基礎を身に付ける。
（3） 研究成果を修士論文として冊子体に取りまとめ、修士

論文発表会でプレゼンテーションを行い、ディスカッショ

ンすることができる。

〔授業計画・内容（概要）〕
〔授業計画〕
（研究計画・研究指導計画）

学生の専攻する研究領域の、主指導教員を主体とした複数

の指導教員による集団指導体制にて研究指導を行う。研究

計画、実験方法、成果のまとめ方、論文作成について、学

生の主体性を引き出すように研究指導する。

　 修士論文作成及び審査までの手順　
1） 入学後研究領域の教員と面談し、課題研究の概要と主指
導教員を決める。

2） 研究指導のもと、文献調査などを行い論文テーマ及び副
指導教員を決める。

3） 実験（研究）計画を立て、実験手法を確立する。
4） 実験とその整理を行い、頻繁に指導を受け、必要ならば
計画の変更を行う。

　　　（1 週1 回以上、2 年目12 月ごろまで）
5）その間、文献調査、演習の研究発表、中間報告、年間報
告、学会発表、可能ならば、学会誌投稿を行う。

6） 修士論文を作成し、専攻内発表を行い、論文審査を受け
る。（2 年目1 月〜2月）

（対象課題の研究分野）

植物生産基礎研究領域：

　植物育種学（高木）、植物分子生理学（岡）

植物生産研究領域：

　作物生産学（塚口）、作物生理学（坂本）、蔬菜園芸学（村

上）、花卉園芸学（今村）、農場果樹園芸学（高居）、農場野

菜園芸学（木下）

動物生産研究領域：

　動物繁殖学（橋谷田）、動物栄養学（浅野）、動物育種学

（佐々木）動物管理学、（未定）

生物資源管理研究領域：

　応用昆虫学 （弘中）、植物病管理学 （髙原）、生物資源経
済学（住本）

〔成績評価の方法〕
テーマ決定時・研究計画作成時の発想力、実験研究上の態

度、実験結果の整理・考察・研究計画の変更時の洞察力・

発想の柔軟性・決断力、学会発表・論文作成発表時のプレ

ゼンテーション能力から評価する。

修士論文審査：作成論文及びその公開講演の結果を、主査

（主指導教員）、副査2 名（研究科会議で選任）で審査し、研
究科会議に報告し合否を決定する。

〔予習・復習に関する指示〕
自主的に行うこと

〔教科書・参考書〕
必要に応じて資料を配布する。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
随時受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
実務経験に関して：担当には、これまでに国および独立行

政法人の畜産関係機関において、調査研究、技術開発およ

び技術者養成に携わってきた教員が含まれる。これら実務
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経験で得られた知見や技術の実際を講義に取り入れて学生

の理解醸成に活かす。

〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕
大学院、博士前期、修士、生産科学専攻

環境科学特別講義Ⅰ (Special Lecture on
Environmental Science I)　

300

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 環境科学専攻
1年　2年

1単位 　前期集中
実務経験なし

講義
長野　峻介　田中　栄爾

〔目的〕
1. きのこの暮らしを探るー生態系におけるきのこ類の機能，
多様性，他の生物との関わりー

きのことは，菌類の中でも，胞子形成・胞子散布のための

器官（子実体）が肉眼でも認識できる程度に大型化したも

のの総称である。きのこ類の子実体の形状，色，大きさ，

におい，味などはきわめて多様で，地球上におけるその多

様性の全貌は未だ明らかではない。また，きのこ類には，

植物遺体や動物の排泄物などを分解して栄養を獲得するも

のや，生きた植物と共生するもの，さらに他の生物に寄生

し，病原性を示すものなど，様々な生理生態的特性を持つ

種類が知られている。本講義では，きのこ類の多様性を説

明するとともに，その生態系における役割や機能に関して

具体的に解説する。その中では，石川県や北陸地域を舞台

とした研究の事例も紹介する。植物や野生動物だけでなく，

人間もまた，生態系の中できのこ類と様々な関係を構築し

てきた。このような，きのこと人との関わり合いについて

も，世界各地におけるフィールドワークの実例に基づき解

説する。（田中）

2. 地下水資源の持続可能性
地下水資源は、世界の各地で生活用水だけでなく農業用水

や工業用水としても利用され、貴重な資源として活用され

ている。本講義では、水循環における地下水の要点を挙げ、

地下水の調査・分析手法について解説する。ついで、調査・

研究事例を示しながら、様々な地域での地下水の特性とそ

の地域での課題について紹介する。さらに今後、地球温暖

化に伴う気候変動が地下水に与える影響について展望し、

今後の持続可能な地下水利用のあり方について議論する。

（長野）

　

〔到達目標〕
1. きのこの暮らしを探る（田中）
1) きのこ類の生態系における役割や機能を理解する。
2) きのこ類の多様性と，様々な環境に適応するための生理

生態的特性を理解する。

3) きのこ類と人間との間に見られる，多様な生態的・文化

的関係を理解する。

2. 地下水資源の持続可能性（長野）
1）地下水に関する調査方法や分析手法を理解する。
2）様々な地域での地下水環境の特性を理解する。
3）持続可能な地下水資源の利用方法について議論できる。

〔授業計画・内容（概要）〕
1. きのこの暮らしを探る（田中）
　・パワーポイント資料の投影により講義を進める。講義

の中では，実際のきのこ標本等を回覧し，観察の機会を与

える。また、講義の理解度を問うレポートを課す。。

2. 地下水資源の持続可能性（長野）
パワーポイントやプリントによって講義を行う（一部実習

を伴う）。また、講義の理解度を問うレポートを課す。

〔授業計画〕
第  1 回 自然史博物館と生態系管理（田中）

１） きのこ類の系統，多様性，生態について解

説する。

２） 日本の高山帯・亜高山帯におけるきのこ類

の多様性と系統地理，植生との関係を解説する。

３） 日本の砂浜海岸におけるきのこ類の多様性，
生理生態と系統地理について解説する。

４） 野生きのこ食を事例に，きのこと人との生

態的・文化的な関わりについて解説する。

第  2 回 地下水資源の持続可能性（長野）

1）水循環における地下水の特徴
2）地下水の調査・分析手法
3）地下水の調査・研究事例
4）地下水への地球温暖化の影響と持続可能性

〔成績評価の方法〕
レポートによって成績を評価する。

〔予習・復習に関する指示〕
とくになし

〔教科書・参考書〕
パワーポイント資料等を印刷し、配布する。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
授業後に受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
〔キーワード〕
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環境科学特別講義Ⅱ (Special Lecture on
Environmental Science II)　

301

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 環境科学専攻
1年　2年

1単位 　前期集中
実務経験なし

講義
瀧本　裕士　皆巳　幸也　百瀬　年彦　勝見　尚也　上

野　裕介　山下　良平　大丸　裕武

〔目的〕
【里山空間と災害】

　日本の国土の大部分は人間による地形改変の影響を受け

ており、地形改変を受けた場所から災害が発生するケース

も多い。日本列島の森林利用と地形改変の歴史と災害史と

の関係を概観する。

【里山の空間情報による災害リスクの分析】

　近年の空間計測技術によって過去の人為的地形改変を詳

細に把握することが可能になった。モデル地域の高解像度

空間情報データの分析を通して、人為影響と災害リスクに

ついて考察する。

〔到達目標〕
【地域に根差したファクトベースの災害リスク評価】

　多様な空間情報の解析やフィールドワークを通して、里

山空間の山地斜面の動態を理解して、個々の斜面の災害リ

スクについての具体的なイメージを想定できる。

【循環型社会の形成に向けた水土里資源の活用方法を考え

る】

　水循環や物質循環の現象や特徴を理解し、流域内に存在

する水土里資源をいかして持続可能な循環型社会の形成に

貢献できるかを考えることができる。

〔授業計画・内容（概要）〕
〔授業計画〕
【里山空間と災害】（大丸）

1) 日本における森林利用と災害史の外観
2) 地形判読による災害リスクの分析
3) モデル地域の空間情報解析と地形プロセス・災害リスク

の分析

【水土里資源の利活用】（瀧本）

1) 流域に存在する水土里資源の特性
2) 農村地域における再生可能エネルギーの種類および賦存量
3) 地域政策の視点からみた再生可能エネルギーの活用と分

散型エネルギー供給システムの特徴

4) 農村地域の活性化に資する水土里資源の新たな価値創出
〔成績評価の方法〕
受講態度とレポートによって成績を評価する。

〔予習・復習に関する指示〕
Moodleに資料を提示し、予習、復習に役立てる。

〔教科書・参考書〕
必要に応じてプリントを配付する。

〔その他履修上の注意事項〕

〔オフィスアワーの設定〕
授業後随時

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
積極的、能動的な参加を望む。

〔資格関係〕
〔キーワード〕

水環境管理学特論（Advanced Course of Water
Environmental Management）　

302

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 環境科学専攻
1年　2年

2単位 　次年度前期（隔年）
火曜 2限

実務経験なし
講義

一恩　英二　森　丈久　藤原　洋一　長野　峻介

〔目的〕
In order to realize sustainable food production and
multifunctionality of agriculture and rural areas, this course
provides lectures on the water conservation and management
resillient to the environmental burdens due to natural
disasters, climate change and human activities, and
conservation and management of irrigation and drainage
facilities taking human safety, landscape and ecology into
consideration.

〔到達目標〕
The students can explain the main objectives of the river and
agricultural rural development projects in Japan and overseas,
and the impacts of the projects on the water environment and
how to mitigate the impacts.
The students can explain the mechanisms of carbonation and
salt damage to concrete, and methods for adding durability to
concrete structures.
The students understand water environmental issues in Japan
and abroad, and can explain impacts of climate change on
water resources.
The students acquire an advanced techniques and a wide
viewpoint of water use system management.

〔授業計画・内容（概要）〕
This is the omnibus system.

〔授業計画〕
Rural Hydraulic Engineering (Ichion)
1 River projects and water environment in Japan
This class explains the main purpose of the river projects, the
impacts of the projects on the water environment and how to
mitigate the impacts based on real projects in Japan.
2 Japan’s agricultural and rural development cooperation with
developing countries and water environment
This class explains the purpose of Japan’s agricultural rural
development projects for developing countries, the impacts of
the project and its environmental consideration based on the
actual projects.
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3 Habitat evaluation of endangered fish
This class introduces case studies of habitat assessment of
endengered fish inhabit paddy areas.
4 Development and monitoring of fishways
This class introduces case studies of development of fishways
for rivers and paddy areas and the function monitoring.
Rural Facilities Engineering (Mori)
5 Eco-cement and low-carbon concrete
This class explains new type of Portland cement manufactured
using large amounts of municipal waste incinerator ash, and
highly durable concrete with minimized environmental
impact.
6 Concrete under carbonation and concrete salt damage
This class explains modeling deterioration associated with
falling alkalinity due to diffusion of atmospheric carbon
dioxide, and a method of verification for concrete salt damage.
7 Concrete crack repair and surface coating
This class explains versatile materials that can be applied to all
types of concrete cracks, and surface coating for adding
durability to concrete structures.
8 Cross section restoration methods and materials
This class explains ‘cross section restoration methods’ that are
most popular repair methods for RC members.
Rural Water Environmental Studies (Fujihara)
9 Water storage functions of forest
This class explains water storage functions of forest such as
flood and drought mitigation functions.
10 Multiple functions of agricultural land
This class explains multiple functions of agricultural land such
as flood and weather mitigation functions.
11 Water resources analysis using remote sensing
This class explains flood analysis and cropping pattern
analysis using remote sensing. Moreover, rice growth
diagnosis using UAV is also explained.
12 Impacts of climate change on water resources
This class explains impacts of climate change on water
resources and agricultural productions. In addition,
adaptations to reduces these impacts are explained.
Water Use Systems (Chono)
13 Mathematical optimal control theory of water use system
Management of water use system (e.g. dams, reservoirs, and
floodgates) using mathematical optimal control theory is
explained in this class.
14 Applying expert system for water use management
This class presents an application of expert system and
machine learning techniques to water use management and
runoff analysis.
15 Integrated Water Resources Management
A methodology, design, and purpose of Integrated Water
Resources Management are discussed in this class.

〔成績評価の方法〕
Scores on reporting assignments requested in class.

〔予習・復習に関する指示〕
Please read the papers and handouts distributed in advance
before the lecture, and review the returned reporting
assignments.

〔教科書・参考書〕
Papers and handouts prepared for each class

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕

Anytime after class
〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕

Work experience: The lecturing staffs in charge includes those
who have experience in investigation, planning, design, and
construction management in a private company, a national
research laboratory, and national investigation and
construction offices.The lecture also includes case studies on
water environment management experienced in those tasks.

〔資格関係〕
教職課程関連科目(履修の手引別表参照)

〔キーワード〕

生物環境保全学特論（Advanced Course of
Conservation Science of Bio-Diversity）　

303

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 環境科学専攻
1年　2年

2単位 　今年度後期（隔年）
実務経験なし

講義
田中　栄爾　北村　俊平　東出　大志

〔目的〕
人間活動による環境破壊の増大にともない、生物多様性が

危機に瀕している。生物多様性はなぜ低下しているのか、

人間活動はどのように生物多様性に影響を及ぼしているの

か、生物多様性の低下は人間活動にどのような影響を及ぼ

すのかといった問題について様々な角度から分析する。ま

た、生物多様性保全に関わる様々な試みを紹介しながら、

野生生物と人間との共存の在り方を考察する。

〔到達目標〕
1）歴史から生物環境保全についての教訓を読み取ることが
できる。

2）生物環境保全に関する現代的な課題を、事例に基づいて
考察し、他人に説明できる。

3）生物環境保全に関する事例を、関連する理論や他の事例
と関連づけて、簡潔なレポートとして作成できる。

〔授業計画・内容（概要）〕
オムニバス形式で講義を行う。

〔授業計画〕
植物生態学（北村）

1　熱帯雨林とは？
　陸上生態系としてもっとも高い生物多様性を保持する生

態系の一つである熱帯雨林の概要を紹介する。

2　熱帯雨林の植物の生態：種子から種子へ
　熱帯雨林の生物多様性の基盤となる植物、特に樹木の生
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態を中心に紹介する。

3　熱帯雨林の動物の生態：食べ物と食べ方
　熱帯雨林を生活環境として利用する動物の暮らし方、特

に食べ物と食べ方を中心に紹介する。

4　種子散布の意義と動物による種子散布の有効性
　固着性の植物が動くことのできる数少ない機会である種

子散布の意義と熱帯雨林を構成する樹木の大部分を占める

動物による種子散布について紹介する。

5　森林の空洞化と動物による種子散布
　人間活動の影響により熱帯雨林を生活環境として利用す

る大型動物の減少が間接的に熱帯雨林に及ぼす影響につい

て、動物による種子散布を事例に紹介する。

微生物生態学（田中）

6　過去の崩壊した文明と自然環境
　生物環境を破壊するとどうなるのか過去の実例を紹介す

る。

7　持続している文明と自然環境
　生物環境を保全することにより存続し続けた文明の実例

を紹介する。

8　現在の社会情勢と環境破壊
　いま現在おこっている世界情勢への生物環境破壊の影響

を紹介する。

9　生態環境と環境破壊
　世界中をみれば場所、地域によって風土が異なるため生

態環境も異なり、環境への人間活動の影響も異なることを

紹介し、場所によって異なる生物環境保全のあり方を考える。

10　企業活動と生物環境保全
　営利目的の企業の利益と環境保全が両立する実例をあげ

て生物環境を保全するための方策を考察する。

動物生態学（東出）

11　日本の自然環境と野生動物の歴史的変遷
　人間活動が日本の自然環境や野生動物に及ぼしてきた影

響について紹介する。

12　増加する日本の野生動物たち
　植生を食べ尽くすシカ、海を泳いで渡るイノシシ、市街

地に出没するクマ、近年日本で増加する野生動物と人間と

の軋轢について考える。

13　食料問題と野生動物の保護管理
　食料としての資源利用が自然環境や野生動物に及ぼす影

響を識り、その解決策と持続可能性を考える。

14　エネルギー問題と野生動物の保護管理
　エネルギー生産が自然環境や野生動物に及ぼす影響を識

り、その解決策と持続可能性を考える。

15　観光資源としての野生動物の保護管理
　エコツーリズムによる自然環境や野生動物の間接的利用

のメリットとデメリットを考える。

〔成績評価の方法〕
各教員が指示するレポート100％。

〔予習・復習に関する指示〕
各回の課題を利用する。

〔教科書・参考書〕
プリントを随時配布

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
随時

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕

田園資源活用学特論（Advanced Course of Rural
Resource Utilization）　

304

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 環境科学専攻
1年　2年

2単位 　今年度前期（隔年）
実務経験なし

講義
瀧本　裕士　百瀬　年彦　皆巳　幸也　勝見　尚也

〔目的〕
Farmland, agricultural water ,air and soil not only keep
agricultural production but also provide prodigious benefits in
the view of energy circulation. This course studies appropriate
management, including plans and designs, for sustainable
agriculture.

〔到達目標〕
The students can explain environmental issues in farmlands.
The students can suggest a new application method using a
micro hydro energy.
The students can analyze and discuss the soil and atmospheric
environment for human beings on the earth and introduce the
rehabilitation technology against the pollution.

〔授業計画・内容（概要）〕
〔授業計画〕

1. Farmland environmental science(Momose)
　① Environmental issues in farmlands
　　  This class deals with three environmental issues in
farmlands: Soil salinity, soil erosion and　 ground water
pollution.
　② Monitoring of farmland environment
　　  This class explains that measuring the heat and mass
transfer in soils is fundamental to
consider the sustainable agriculture.
　③ Elements of farmland environment and their measuring
principle
　　  This class explains the elements of farmland
environment and their measuring principles.
　④ Analysis of measured data in farmland
　　  This class introduces a few papers dealing with the
measured data on the farmland environment, and explains
how to grasp the heat and mass transfer in farmland.

2.Water and soil management(Takimoto)
　① Changes in the water balance of an eco-friendly channel
renovation
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　　  This class explains how the eco-friendly lining of the
bottom affected the water balances over
the years.
　②  Comprehensive evaluation of an eco-friendly channel
design
　　  This class presents a comprehensive evaluation of an
ecologically oriented mitigation system
devised for an agricultural drainage canal.
　③ Micro-hydropower system using local resources
　　  This class indicates an idea of effectively generating
electrical energy from hydro energy
using micro hydropower system.
　④ Analysis of supply and demand balance in consideration
of flow regime
　　 This class gives the basic concepts of financial analysis
and some knowledge on future
prospects of the micro hydropower system.

3. Environmental Atmospheric Science(Minami)
　①Theory of meteorological observation and its application
　  Theoretical basis and its application of planning of the
surface meteorological observation,
quality analysis/control and evaluation of the data are lectured
considering their generalization for field survey.
　② Theory of meteorological forecast and its application
　 Numerical model for one-month meteorological forecast of
Japan Meteorological Agency is
introduced and argued as an example for an explanation of
theoretical basis and practical methodology of numerical
simulation.
　③ Theory of air pollution survey and its application
　 Legal and scientific background and practical procedure of
routine monitoring of air pollution
by local government are lectured.
　④ Methodology of analysis and forecast of climatic change
　  Theoretical basis and practical methodology for the
analyses and forecasts of global climate
are lectured.
　⑤ Safety analysis on the field survey
　 Safety manual for a survey of atmospheric environment in
the mountainous area is presented in advance. In the class,
each field program made by attending student considering the
manual is discussed, especially focused on the safety.

4. Environmental Soil Science(Katsumi)
　①  Introduce the analytical method for soil minerals
（primary/secondary and iron/aluminum oxides）
　  Structural analysis using X-ray diffraction and chemical
analysis
　②  Introduce the surface chemistry for clay minerals and
iron/aluminum oxides in soil
　  Surface charge analysis for clay minerals and iron/
aluminum oxides
　③  Identify the clay minerals and iron/aluminum oxides

using X-ray diffraction
　 Crystalline structure analysis for clay minerals and iron/
aluminum oxides
　④ Functional analysis of clay minerals and iron/aluminum
oxides for element adsorption
　 Behavior of positive and negative ions in soil in relation to
clay minerals and iron/aluminum
oxides
　⑤ Analysis and rehabilitation technology of environmental
pollutants
　 Introduction of bioremediation using plants and microbes

〔成績評価の方法〕
Total score of term papers required at the lectures

〔予習・復習に関する指示〕
Make sure you fully understand the notes and references
provided in the Moodle course.

〔教科書・参考書〕
Papers distributed at lecture time

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕

Anytime after class
〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕

里山里海創生学特論（Advanced Course of Satoyama
Satoumi Creation）　

305

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 環境科学専攻
1年　2年

2単位 　次年度後期（隔年）
月曜 4限

実務経験なし
講義

大丸　裕武　上野　裕介　山下　良平

〔目的〕
里山は長期にわたって、人間の働きかけによってその環境

と機能が維持されてきた2次林をさす。古くから我が国の人
々は、食料や木材などの供給や、きれいな水や空気の浄化

機能基盤サービスや伝統文化が維持されてきた。しかし近

年、里山では過疎高齢化により荒廃が進み、さまざまな社

会経済問題が生じてきた。里山特有の資源が十分に利用さ

れず、一方では、極端による災害も起きるなど、その保全

管理が重要な問題となっている。里海においても古くから

適度な管理と利用により、多様で豊かな水産資源を享受し

てきた。しかしその里海も資源の利用低下、管理不足が顕

在化して、里海の機能低下が危惧されている。本特論では、

里山・里海にかかわる問題を掘り下げ、持続可能な地域づ

くりの方向性を提示することを目的とする。

〔到達目標〕
1. 緑地を対象に、人と自然が共生することのできる多様な

環境像を理解し、持続可能な社会に向けた具体的な提案を
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できる。

2. 里山空間の特性や災害リスクについて、流域の観点から

理解し、持続可能な流域生態系の構築の方向性につて説明

できる。

3. 里山里海地域を中長期的に維持するための具体的な方策

について、学際的な見地から科学的根拠を導出し、政策提

言として打ち出すことができる。

〔授業計画・内容（概要）〕
オムニバス形式で講義を行う。

〔授業計画〕
第  1 回 1 農林地や身近な緑地の構造と機能

様々なタイプの緑地（農地、林地、草地、公園緑

地、湿地など）について、それらの特徴と機能

を、社会的側面と生態的側面の両面から解説す

る。

第  2 回 2 緑地にまつわる環境問題
各地で生じている自然環境問題について、その原

因と現状、解決に向けた取り組みについて解説す

る。

第  3 回 3 緑地環境の評価技術
緑地環境のモニタリングと評価技術、およびそれ

らの技術的課題について解説する。

第  4 回 4 緑地環境データの分析技術
緑地環境データの分析と結果の視覚化、実社会に

おける活用について解説する。

第  5 回 5 持続的な緑地環境の利用にむけて
緑地環境からの恵み（生態系サービス）を持続的

に活用していくために何が必要なのか、新たなコ

ンセプトである“green infrastructure”を例に、社

会・生態システムの統合的理解と社会的な仕組み

づくりの重要性について解説する。

第  6 回 6 里山空間の地理学
里山の多くは丘陵地や小起伏山地にみられる。比

較的緩傾斜で利用しやすい一方で、地形や地下

水、植生の分布や配列には独特の規則性が見られ

る。里山空間の持つ構造を地理学的な視点から解

説する。

第  7 回 7 里山の歴史と山地荒廃
里山はその地理的利便性から、過度な利用によっ

て荒廃が進行する例が古くから見られた。里山に

おける土地荒廃とその歴史的背景や今日の防災政

策との関係ついて解説する。

第  8 回 8 里山と自然災害　
歴史時代と近年の山間部における自然災害の特徴

や地域性について解説するとともに、国土保全や

防災上の課題について考える。

第  9 回 9 里山空間の解析技術と情報共有
近年発展が著しい空間計測技術による山地の環境

分析手法、およびインターネットを利用した山地

空間の情報共有技術について解説する。

第 10 回 10 安全な里山の利用のためのソーニング技術
里山が直面する近年の状況を踏まえて、新たな空

間情報技術を活用した、安全な山地の利用のため

のゾーニング手法について考える。

第 11 回 11 里山里海地域の成り立ち
里山地域及び里海地域の存立構造を、その歴史的

経緯から読み解き、社会的及び経済的特徴の理解

を図ると共に、里山里海地域が今日直面する諸問

題の基本構造を説明する。

第 12 回 12 里山里海地域の調査方法
里山里海地域の実態を的確に把握するための社会

調査手法について、その特徴や有効性及び注意点

について講述する。

第 13 回 13 里山里海地域の資源利用及び保全
里山里海地域の地域固有性である資源の利用及

び保全の実態を解説し、人口動態など社会的背景

を踏まえた資源利活用について講述する。

第 14 回 14 資源価値の経済評価
これまで地域住民に依存してきた資源保全の経済

価値化が進む潮流を鑑み、資源の経済価値評価の

基本的作法を講述する。

第 15 回 15 里山里海地域の再生戦略
一連の講述内容を踏まえて、里山里海地域を巡る

地域ビジネスや防災計画等の今日的な政策課題に

ついて議論し、独自の政策提言を作成する技術を

講述する。

〔成績評価の方法〕
受講態度、授業中の質疑の状況、レポート、試験の結果を

もとに成績評価を行う。

〔予習・復習に関する指示〕
必要に応じて授業内で指示する。

〔教科書・参考書〕
その都度資料を配付する。各講義の資料をあらかじめ配付

し、予習箇所を指示する。

〔その他履修上の注意事項〕
各講義の終了後にレポートを提出すること。

〔オフィスアワーの設定〕
随時行う。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕

環境科学演習Ⅰ (Seminar on Environmental
Science I)　

306

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 環境科学専攻
1年　2年

2単位 　通年
実務経験なし

演習
瀧本　裕士　百瀬　年彦　皆巳　幸也　勝見　尚也

〔目的〕
卒業研究の課題を決定する上で必要な知識や技術を修得す

るために、演習形式で指導を受ける。
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〔到達目標〕
１）自ら研究計画を立案し、研究を行っていく方法を身に

つける。

〔授業計画・内容（概要）〕
〔授業計画〕
学生それぞれが所属する研究室や系のゼミおよび発表会、

学科の発表会等に参加するとともに、研究と関連した研究

論文の紹介や討論を重ね、4 年次に実施する卒業研究の課題
を決定し、研究計画案を作成する。

〔成績評価の方法〕
ゼミや発表会での発表や討論への参加状況および作成した

研究計画案で総合的に評価する。

〔予習・復習に関する指示〕
ゼミで配布される資料や各種発表会の要旨等を利用する。

〔教科書・参考書〕
必要に応じてプリントを配布する。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
演習後に受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
〔キーワード〕

環境科学演習Ⅱ (Seminar on Environmental
Science II)　

307

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 環境科学専攻
1年　2年

2単位 　通年
実務経験なし

演習
田中　栄爾　北村　俊平　東出　大志

〔目的〕
修士論文の課題を決定し、研究を遂行する上で必要な知識

や技術を修得するために、演習形式で指導を受ける。

〔到達目標〕
１）自ら研究計画を立案、実行し、その過程を他者に明快

に説明できるようになるとともに、討議を通して研究を深

化させる方法を身につける。

〔授業計画・内容（概要）〕
〔授業計画〕
研究と関連した研究論文の紹介や討論を重ね、修士論文の

課題について知識や技術を深める。

〔成績評価の方法〕
受講態度と発表や討論への参加の仕方など授業中の積極的

な行動で総合的に評価する。

〔予習・復習に関する指示〕
各自の発表準備と、他の受講者の発表への質疑応答から学

ぶ。

〔教科書・参考書〕
必要に応じてプリントを配布する。

〔その他履修上の注意事項〕

〔オフィスアワーの設定〕
演習後に受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
〔キーワード〕

環境科学演習Ⅲ (Seminar on Environmental
Science III)　

308

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 環境科学専攻
1年　2年

2単位 　通年
実務経験なし

演習
一恩　英二　森　丈久　藤原　洋一　長野　峻介

〔目的〕
持続可能な食料生産のために、安全、景観および生態系に

配慮した水利施設の整備と管理、自然災害、気候変動およ

び人間活動に対して頑健でかつ合理的な水資源と水利シス

テムの管理についての演習を行う。

〔到達目標〕
１）水理模型実験や遡上実験による魚道の開発や、環境情

報の収集による生息場評価モデルの構築を行うことができ

る。

２）プログラミング言語、GIS などを利用して、水資源の将
来変動や地域環境の変化を予測し、対応策について検討で

きる。

３）水資源管理や水利システム管理に必要となる数理モデ

ルの理論や技術を習得する。

４）農業水利施設の基本的な機能診断調査技術を習得し、

健全度予測モデルや変状対策シナリオを構築することがで

きる。

〔授業計画・内容（概要）〕
〔授業計画〕
地域水工学分野（一恩）

1-3　室内魚道実験や野外魚道のモニタリングに関する演習
　　 を行う。
4-5　河川・水路の魚類調査や水理環境調査に関する演習を
　　 行う。
6-7　河川・水路の魚類情報と水理環境情報から生息場評価
　　 モデルの構築に関する演習を行う。

地域水環境学分野（藤原）

8-10　 プログラミング言語、GIS などを用いて、地域および
　　　 地球レベルにおける水・土地資源管理を支援するため
　　　 の数値シミュレーションに関する演習を行う。
11-13　国内もしくは海外に研究対象地を設定し、水文、
　　　 気象、土壌、人間活動などに関するモニタリングを
　　　 通して、水・土壌環境形成のメカニズムの分析を行う。
14-15　試験圃場、室内実験を利用して、水田および畑地に
　　　 おける水資源管理手法の開発に関する演習を行う。

水利システム学分野（長野）
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16-19　水利システム内における水の流れのモデル化差分法、
　　　 粒子法、有限要素法などを用いた水の流れの数値
　　　 シミュレーションについての解説と演習を行う。
20-22　水資源管理における数理モデルの構築
　　　 数理計画法を用いた水利システム管理のモデル構築
　　　 についての解説と演習を行う。

地域施設学分野（森）

23-25　コンクリート構造物の機能診断調査（鉄筋探査、
　　　 テストハンマー試験、摩耗計測、中性化試験等）
　　　 に関する解説と実習を行う。
26-28　農業水利施設の健全度予測モデルの作成に関する
　　　 解説と演習を行う。
29-30　農業水利施設に発生した変状の対策工法の選定や、
　　　 対策工法と対策実施時期からなる対策シナリオ作成
　　　 に関する解説と演習を行う。

〔成績評価の方法〕
受講状況、作成資料の準備・内容・発表の仕方、演習にお

ける質疑の内容をもとに成績評価を行う。

〔予習・復習に関する指示〕
関連論文やゼミ・発表会の質疑応答をまとめた資料等を利

用する。

〔教科書・参考書〕
必要に応じてプリント等の資料を配布する。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
各担当教員が随時受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕

環境科学演習Ⅳ (Seminar on Environmental
Science IV)　

309

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 環境科学専攻
1年　2年

2単位 　通年
実務経験なし

演習
大丸　裕武　上野　裕介　山下　良平

〔目的〕
高度専門技術者として、里山里海創生研究領域に関して習

得すべき実験・分析・調査技術及び手法について演習を行

う。さらに、研究・技術の課題発見の方法、研究・技術開

発の進め方、研究・技術に対する評価力など、研究・技術

の開発・推進能力を涵養するため、里山里海創生研究領域

に関する各分野の研究をレビューし、個々の研究の課題・

問題点などについて演習を行う。本演習は里山里海創生研

究領域3 研究室で行い、演習の課題に適した形式を採用し、

実験技術は実験室、解析技術は情報機器室で実験・演習し、

施設を利用しないその他はセミナー形式で行う。基本的に

は、演習を円滑に進めるため、課題ごとに決めた主たる担

当学生を中心に演習の準備を行う。

〔到達目標〕
1． プログラミング言語、GIS などを利用して、里山里海を
取り巻く社会実態把握と将来変化を予測し対応策について

検討できる。

2． 研究課題についてこれまで国内外で行われた研究成果の
到達点を理解し、それに加えて独自に明らかにした点を明

確に説明できる。

3．里山里海のつながりの回復方法とそれを生かした地域活
性化について提案できる。

〔授業計画・内容（概要）〕
〔授業計画〕
地域計画学分野（山下）

1- 3　地域環境の利用・管理に関わる課題の分析技術に関す
る演習

4- 6　高齢化社会における地域環境の保全と利活用のための
計画技術に関する演習

7- 8　地域計画学分野における研究技術に関する演習

流域環境学分野（大丸）

9-10　時系列地理情報の解析による環境変化の分析
　地域環境変化を絵図・地図・航空写真を幾何補正し、時

系列的な変化を解析する手法を学ぶ。

11-13　リモートセンシングを使った地域環境情報の解析演
習

　衛星写真の表示と植生指数の算出法を習得する。

14-15　土地利用と植生変化が流域環境に及ぼす影響のモデ

ルとシミュレーション

　GIS に組み込まれた各種のモデルを用いながら、土地利用
変化が流域に及ぼす影響を評価する。

緑地環境分野（上野）

21-25　緑地環境のモニタリングと分析技術
　空間的な広がりを持った環境情報を適切に分析、視覚化

する技術を身につけるために、GIS や各種技術を用いた土地
利用の把握と生物の生息ポテンシャルの評価・分析、地図

化を行う。

26-30　緑地環境の機能の統計学的な評価、提示方法
　環境分析結果をデータ解析する際の基本となる各種の統

計解析手法について、フリーソフトR を用いた統計モデリン
グの演習と図表の作成を行う

〔成績評価の方法〕
受講態度、作成資料の準備･内容･発表の仕方、演習におけ

る質疑の内容、試験の結果をもとに成績評価を行う。

〔予習・復習に関する指示〕
各担当者から演習時に説明を行う。

〔教科書・参考書〕
資料を配付する。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
随時設定する。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
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〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕

環境科学課題研究 (Research Work on
Environmental Science(Research Instruction))　

310

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 環境科学専攻
1年　2年

10単位 　通年
実務経験なし

講義
瀧本　裕士

〔目的〕
修士論文作成のための理論的ならびに実験・調査研究を通

して、高度の専門性を持った環境科学の技術あるいは研究

能力を身に着けることを目的とする。

〔到達目標〕
（1） 環境科学専攻に属する水環境管理、田園資源活用、生

物環境保全、里山里海創生の4 領域に関連した研究テーマを
考え、実験、調査、観測、解析、論文作成等を行う。

（2）技術者、研究者としての倫理感を身につけ、専門的職

業人としての礎を築く。

〔授業計画・内容（概要）〕
学生の専攻する研究領域の、主指導教員を主体とした複数

の指導教員による集団指導体制で研究指導を行う。研究計

画、実験・調査・観測方法、解析等成果のまとめ方、論文

作成について、学生の主体性を引き出すように研究指導す

る。

〔授業計画〕
《修士論文作成及び審査までの手順》　

1）研究領域の教員と面談し課題研究の概要と主指導教員、

副指導教員を決める。

2）文献調査などを行い研究テーマを決める（1 年目、5 月中
旬）。

3）調査、実験手法を確立し、研究計画を立てる。
4）調査、実験、解析を行う。必要に応じて計画の変更を行
う。文献調査、演習の研究発表、中間報告、年間報告、

学会発表、可能ならば、学会誌投稿を行う（2 年目12 月頃ま
で）。

5）修士論文を作成し、主指導教員が内見（2 年目1 月下旬）
6）専攻内発表を行い、主査と副査から論文審査を受ける。

（2 年目2 月中旬）

《対象課題の研究分野》

水環境管理研究領域：

地域水工学（一恩）、地域施設学（森）、地域水環境学 （藤
原）、水利システム学（長野）

田園資源活用研究領域：

環境利水学（瀧本）、大気環境学（皆巳）、農地環境学（百

瀬）、土壌環境学（勝見）

生物環境保全研究領域：

微生物生態学（田中）、植物生態学（北村）、動物生態学（東出）

里山里海創生研究領域：

流域環境学（大丸）、地域計画学（山下）、緑地環境学　（上

野）

〔成績評価の方法〕
テーマ決定時、研究計画作成時の発想力、研究態度、実験

結果の整理、考察、研究計画の変更時の洞察力、発想の柔

軟性、判断能力、学会発表、論文発表時のプレゼンテーシ

ョン能力から評価する。

修士論文審査：修士論文及びその修士論文発表会の結果を、

主査（主指導教員）1名と副査2 名以上で審査する。
〔予習・復習に関する指示〕
関連論文やゼミ・発表会の質疑応答をまとめた資料等を利

用する。

〔教科書・参考書〕
研究テーマに応じて指示する。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
適宜オフィスアワーを設ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕

食品科学特別講義Ⅰ (Special Lecture on Food
Science I)　

400

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 食品科学専攻
1年　2年

1単位 　次年度前期（隔年）
実務経験なし

講義
小椋　賢治　関口　光広　吉城　由美子　小関　喬平　

長野　隆男　島　元啓　中口　義次　小栁　喬

〔目的〕
第1 部： 食品成分（特にポリフェノール類）の代謝過程お
よび生体調節作用を解析する手法について習熟する。また、

高付加価値化を目指した食品開発についての現状を理解す

る。

第2 部： 食品加工技術の現状を説明するとともに、農産物

の付加価値を高めるための加工技術、調理技術を講義し、

農業の6 次産業化のための加工技術に関する知識とその利用
ができる能力を養うと同時に、未来に向けた先端加工技術

も学ぶ。

〔到達目標〕
１．食品成分の代謝について知り、説明できる。

２．食品による生体調節作用について知り、説明できる。

３．食品の加工技術の現状を知り、それを説明できる。

４．高付加価値化のための食品加工技術を知り、説明できる。

５．先端技術シーズの食品加工への適用可能性を知り、説

明できる。

〔授業計画・内容（概要）〕
〔授業計画〕
第1部　食品成分の代謝と生体調節作用
1．食品成分の代謝を解析する手法について
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2．食品成分の生体調節作用を解析する手法について
3．オミックス解析を活用した食品科学研究について
4．高付加価値化を目指した食品開発の現状について

第2部　高付加価値化のための食品加工技術
1．食品の加工技術の現状（実需者ニーズと消費者ニーズ）
2．高付加付加価値化とは（品質、効率、信頼性を満たす食品）
3．様々な高付加価値化のための新規加工製品の開発 （安全
性の向上、健康機能増進、高齢者対応など）

4．農産物の一次加工や調理技術での高付加価値化技術
5．先端技術シーズの食品加工への適用可能性

〔成績評価の方法〕
受講態度（20%）およびレポート（80%）による。

〔予習・復習に関する指示〕
担当教員の指示にしたがって予習・復習すること。

〔教科書・参考書〕
〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
授業後に受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
〔キーワード〕

食品科学特別講義Ⅱ (Special Lecture on Food
Science II)　

401

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 食品科学専攻
1年　2年

1単位 　今年度前期集中（隔年）
実務経験なし

講義
本多　裕司　古澤　和也　伊藤　聖子　松本　健司　西

本　壮吾　東村　泰希

〔目的〕
食品機能や食品加工に関して、学外の研究者による講義を

実施する。本学以外の研究機関の研究について興味関心を

持ち、自身の研究の発展に役立てることを目的とする。

〔到達目標〕
（1）講義内容に関する話題についてわかりやすく説明できる。
（2）講義内容を自身の研究の発展に役立てることができる。
〔授業計画・内容（概要）〕
２名の外部講師により実施する。

〔授業計画〕
講義日程、内容、講師についての情報が分かり次第連絡し

ます。

〔成績評価の方法〕
レポート等を総合的に評価する。

〔予習・復習に関する指示〕
講師の指示に従うこと。

〔教科書・参考書〕
資料を配付する。

〔その他履修上の注意事項〕

〔オフィスアワーの設定〕
質問等は講義終了後に受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
〔キーワード〕

生体分子機能学特論 (Advanced Course of
Biomolecular Function Analysis)　

402

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 食品科学専攻
1年　2年

2単位 　次年度前期（隔年）
火曜 2限

実務経験なし
講義

小椋　賢治　関口　光広　吉城　由美子　小関　喬平

〔目的〕
食品科学の根幹を成す研究基盤としての自然科学の視点に

基づき、生体分子の構造とその解析方法、さらに再生医療

と食品の関係について学ぶ。

〔到達目標〕
1. 生体関連分子の定量分析と構造解析に必須の実験手法で

ある核磁気共鳴法の原理について説明できる。

2. 食品が日本の疾病構造におよぼす影響について説明でき

る。

3. 二次代謝産物の種類や構造およびその構造解析について

説明できる。

4. 生体内での微量栄養素の働きについて説明できる。
〔授業計画・内容（概要）〕
オムニバス方式で講義する。

〔授業計画〕
第  1 回 核磁気共鳴分光法（1）（小椋）

核磁気共鳴分光法（NMR）の共鳴周波数、化学

シフト、線幅、信号強度、スカラーカップリング

について学習する。

第  2 回 核磁気共鳴分光法（2）（小椋）
NMRの原理のうち、巨視的磁化、検出、パルス、
回転座標系を学習する。

第  3 回 核磁気共鳴分光法（3）（小椋）
NMRの原理のうち、パルス幅の校正、スピンエ

コー、フーリエ変換を学習する。

第  4 回 核磁気共鳴分光法（4）（小椋）
NMR分光計が実際にどのように動作しているか

学習する。

第  5 回 再生医療と食品（1）（吉城）
再生医療とは機能不全となった組織、臓器を再生

させる医療のことであり、iPS細胞の発見以来、

様々な技術が用いられている。講義では再生医療

の歴史背景と食品との接点について解説する。

第  6 回 再生医療と食品（2）（吉城）
再生医療とは機能不全となった組織、臓器を再生

させる医療のことであり、iPS細胞の発見以来、
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様々な技術が用いられている。講義では再生医療

の歴史背景と食品との接点について解説する。

第  7 回 アルツハイマー型認知症と食品 （吉城）
アルツハイマー病 (AD) は進行性の脳障害であり、
高齢化社会において深刻な問題である。講義では

ADの発症メカニズムと予防するための食習慣に

ついて解説する。

第  8 回 ガンと食品 （吉城）
日本人がガンに罹患する確率は55％であり、2人
に1人がガンになるといわれている。講義ではガ

ンの治療戦略と治療効果を促進する食品について

解説する。

第  9 回 天然物化学（1）（関口）
生合成経路を踏まえ、テルペノイド、アルカロイ

ド、フェニルプロパノイドなどの構造について概

説する。

第 10 回 天然物化学（2）（関口）
天然由来の毒物を中心とした天然物有機化合物

の構造と活性について概説する。

第 11 回 構造解析（1）（関口）
低分子有機化合物の構造解析の方法を概説する。

第 12 回 構造解析（2）（関口）
天然物の構造解析について概説する。

第 13 回 水溶性ビタミン（小関）

生体内における水溶性ビタミンの働きについて概

説する。(小関)
第 14 回 脂溶性ビタミン （小関）

生体内における脂溶性ビタミンの働きについて概

説する。(小関)
第 15 回 ミネラル類（小関）

生体内におけるミネラル類の働きについて概説す

る。(小関)
〔成績評価の方法〕
レポートまたはテスト90％、受講態度10％とする。

〔予習・復習に関する指示〕
担当教員の指示にしたがって予習・復習すること。

〔教科書・参考書〕
資料を配布する。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
授業後に受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕
核磁気共鳴分光法、機能性食品、天然物化学、微量栄養素

食品製造学特論 (Advanced Course of Food
Processing)　

403

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 食品科学専攻
1年　2年

2単位 　今年度後期（隔年）
実務経験なし

講義
長野　隆男　島　元啓　小栁　喬　中口　義次

〔目的〕
「人間の理」、「生物の理」に則った食品製造学を展開する。

すなわち 、 農 畜水産物に由来 する既知ならびに新規食品原
料についての化学的、生物化学的、理化学的形質、特性の

解明およびその知見を基にした、人に合った食品製造・加

工法の改良および原理的に優れた製造・加工法の創出さら

には食品原料の有効利用に関して、基礎となる実験的・理

論的手法、原理、研究・開発の状況について詳述する。

〔到達目標〕
（１）食品の開発において高付加価値化を進める方法を理解

し、説明できる。

（２）撹拌・粉砕、乳化、脂質の酸化と高機能化について理

解し、説明できる。

（３）発酵食品の製造と今日的意味を理解し説明できる。

〔授業計画・内容（概要）〕
オムニバス方式で講義する。

〔授業計画〕
第  1 回 食品の微細化

固体状あるいは液体状の食品原料の微細化や混合

を目的とする単位操作である破砕や微細化の原理

及び実例を講述する。（島）

第  2 回 粒子径の定義と粒子径分布

食品原料の形状として普遍的に用いられる微細な

粒子は粒子径や分布などの統計的性質で評価され

ることが多い。粒子径の測定方法とその評価、粒

子の集団の評価方法について講述する。（島）

第  3 回 混合撹拌と乳化による各種エマルションの調製

食品の製造過程で普遍的な単位操作である混合と

撹拌の原理及び基本的な実用例の説明を行い、乳

化や分散の原理及び、各種エマルションの製造法

や特性を解説した後、複合エマルションの構造を

利用した機能性の付与、省エネルギーを考慮した

製造方法の構築について講述する。（島）

第  4 回 油脂の酸化と高機能化

油の酸化過程で生じる化学的変化とその過程に影

響を与える因子について論じ、酸化過程を推測す

る理論モデルの構築について講述する。また、液

状脂質の粉末化による脂質の高機能化について、

原料の特性や乾燥過程の操作条件などの影響を講

述する。（島）

第  5 回 食品に起因する生物危害要因 1
食中毒に関連する微生物について取り上げ、微生

物の特徴、食品との関連、予防に関する内容を解
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説し、食中毒に関連した最近のトピックを紹介す

る。(中口）
第  6 回 食品に起因する生物危害要因 2

近年大きな社会問題となった食中毒事例を解説

し、事例から食中毒菌の病原性、疫学解析また臨

床症状などを総合的に理解し、食品生産現場で注

意すべき事柄に関連付けて理解する。(中口）
第  7 回 食品に起因する生物危害要因 3

新たに発見された水産物に関する食中毒原因微生

物の特徴について、発見までの経緯、微生物の特

徴などを総合的に理解し、グローバル時代の水産

食品と有害微生物の最新の知見を学ぶ。(中口）
第  8 回 食品に起因する生物危害要因 4

最新の微生物同定法（MALDI-TOF MS 法）につ

いて解説し、国際的な食品における微生物リスク

アセスメントの取り組みを紹介する。 (中口）
第  9 回 発酵食品の科学

微生物を使用した発酵食品の製造方法を、製造手

法の歴史的発展と、その科学的背景に注目しなが

ら講述する。（小栁）

第 10 回 保蔵的観点からの微生物

食品製造において微生物の存在がもたらす発酵効

果について、衛生的影響にも注目しつつ保蔵的観

点から講述する。（小栁）

第 11 回 微生物による発酵の科学

発酵食品の製造について、製造手法の歴史的発展

と、その科学的背景に注目しながら講述する。（小

栁）

第 12 回 プロバイオティクス

発展しつつあるプロバイオティクスを含む微生物

含有食品の持つ機能特性について講述する。（小

栁）

第 13 回 ナノファイバー化技術

ナノファイバー化技術について概説し、高付加価

値化による食品の開発について講述する。（長野）

第 14 回 大豆たん白食品の開発

SDGｓの観点から、大豆たん白について解説し、

高付加価値化による大豆食品の開発ついて講述す

る。（長野）

第 15 回 グルテンフリー食品の開発

小麦アレルギーの問題からグルテンフリー食品の

開発が注目されている。（長野）

〔成績評価の方法〕
受講態度20%、レポート80% をもとに評価する。

〔予習・復習に関する指示〕
予習：あらかじめシラバスの項目について調べておく。

復習：配布資料を復習する。

〔教科書・参考書〕
適時資料を配布する。

〔その他履修上の注意事項〕
授業は、少人数で行われます。授業には受身ではなく、積

極的に参加しましょう。

〔オフィスアワーの設定〕
授業後に受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
食品製造学分野は、食品業界で働く上で必要な知識となり

ます。興味を持って受講してください。

〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕
食品製造、食品加工、エマルション、発酵食品

食品機能学特論 (Advanced Course of Food
Function)　

404

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 食品科学専攻
1年　2年

2単位 　今年度前期（隔年）
月曜 1限

実務経験なし
講義

松本　健司　西本　壮吾　東村　泰希

〔目的〕
食品成分と健康維持について、生活習慣病やアレルギー疾

患、免疫などの観点から理解することを目的とする。

〔到達目標〕
・生活習慣病や腸に対して有効な食品成分について作用機

序とともに理解する。

・アレルギー疾患と食品成分との関係について理解する。

・免疫応答と疾患とのかかわりについて理解する。

〔授業計画・内容（概要）〕
３名の教員がオムニバス形式で実施する。

〔授業計画〕
〇松本担当

これまでに研究してきた食品機能研究について、研究に取

り組んだきっかけと研究展開について論文のデータを用い

ながら紹介する。

・マンゴスチン果皮由来キサントンの大腸がん予防効果

・胆汁酸吸着剤であるコレスチラミンの研究

・柿の研究

・難消化性糖質の機能性研究（２回）

〇西本担当

・食品に起因する生体危害要因

　食品に起因する生体危害要因のうち、食物アレルギーを

取り上げる。食物アレルギーの原因となる食材と食物アレ

ルギー発症機構を理解する。

・食物アレルギー疾患の増加要因

　食品アレルギーの罹患者数が増加している要因について

考える。

・抗アレルギー食品開発のターゲット

　抗アレルギー食品の開発を目指す場合のターゲットとな

りうる因子について理解し、制御機構について考える。

・抗アレルギー食品素材の開発と応用（２回）

　食品のアレルゲン性評価について理解する。食品中に含

まれるアレルゲンの特徴、アレルギー発症頻度の高い食材

（特定原材料）の検出法と表示について学ぶ。

〇東村担当
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・免疫細胞の種類と分化

　免疫細胞の種類と分化について概説する。

・自然免疫と獲得免疫について

　自然免疫と獲得免疫について概説する。

・粘膜免疫について

　粘膜免疫について概説する。

・免疫と疾患１

　免疫応答と疾患との関わりについて概説する。

・免疫と疾患２

　免疫応答と疾患との関わりについて概説する。

〔成績評価の方法〕
講義終了後に課すレポートやテストにより評価する。

〔予習・復習に関する指示〕
事前に資料を配布するので、必ず目を通した上で講義に参

加すること。

〔教科書・参考書〕
教員が作成した資料を使用する。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
講義終了後に受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
〔キーワード〕
食品の3次機能、食と健康、腸と健康、食と免疫

食品加工学特論（Advanced Course of Food
Processing）　2025年度以降

411

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 食品科学専攻
２単位 　次年度後期（隔年）

火曜 2限
実務経験なし

講義
本多　裕司　古澤　和也　伊藤　聖子

〔目的〕
食品加工の根幹を成す食品素材（様々な生体分子）、食品加

工技術の基礎と応用、及び調理科学の応用例について学ぶ。

〔到達目標〕
1．食品素材の構造および機能を科学的に説明できる。
2．食品加工の原理について科学的に説明できる。
3．調理の原理を理解し科学的に説明できる。

〔授業計画・内容（概要）〕
オムニバス方式で講義する。

〔授業計画〕
第  1 回 有機化学　食品素材科学（本多）

食品素材の基礎を成す様々な生体高分子の構造

と性質について概説するとともに、有機化学にお

ける官能基の機能と性質を復習する。

第  2 回 酵素化学　食品素材科学（本多）

様々な糖質関連酵素の構造と機能に関する研究

例を紹介し、糖質加水分解酵素の反応について詳

説する。

第  3 回 糖質化学　1　食品素材科学（本多）
様々な糖質の構造と機能に関する研究例を紹介す

る。主にα-グリコシド結合を持つ多糖類とオリゴ
糖について概説する。

第  4 回 糖質化学　2　食品素材科学（本多）
様々な糖質の構造と機能に関する研究例を紹介す

る。主にβ-グリコシド結合を持つ多糖類とオリゴ
糖について概説する。

第  5 回 グルテンフリーパンの製造　食品素材科学（本

多）

パンは小麦粉から製造するのが普通であるが、グ

ルテンフリーパンはパン製造の要となるグルテン

を使用することができない。このパラドックスを

克服するための研究例を紹介し、今後のグルテン

フリー食品の製造について議論する。

第  6 回 食品加工の基本的な技術と目的（古澤）

食品加工で用いられる粉砕・切断などの機械的工

程や、加熱・冷却などの熱的工程などの基本的な

方法とそれらの大まかな目的について概説する。

また、食品加工における様々な方法にみられる普

遍性や特殊性などを理解することの有用性につい

ても議論する。

第  7 回 機械的工程と応用例（古澤）

切断や粉砕、圧縮、伸長など力学的な破壊や変形

を伴う食品加工プロセスの方法、目的、食材に及

ぼす効果を理解し、さらにこれらの工程の具体的

な応用例とその狙いについて議論する。

第  8 回 熱的工程と応用例（古澤）

加熱や冷却、凍結、乾燥など熱力学的な状態の変

化を伴う食品加工プロセスの方法、目的、食材に

及ぼす効果を理解し、さらにこれらの工程の具体

的な応用例とその狙いについて議論する。

第  9 回 化学的工程と応用例（古澤）

焼成や酸化、混合など化学的な状態や組成の変化

を伴う食品加工プロセスの方法、目的、食材に及

ぼす効果を理解し、さらにこれらの工程の具体的

な応用例とその狙いについて議論する。

第 10 回 生物学的工程と応用例（古澤）

発酵や酵素処理、細胞培養など生物学な機能を利

用した食品加工プロセスの方法、目的、食材に及

ぼす効果を理解し、さらにこれらの工程の具体的

な応用例とその狙いについて議論する。

第 11 回 調理科学と食生活（伊藤）

調理の意義から、食生活に深く関わる調理科学の

目的について概説する。

第 12 回 調理操作と嗜好性（伊藤）

加熱および非加熱調理や調味操作の目的を学び、

食べ物の味とおいしさの構成要素、評価方法につ

いて解説する。

第 13 回 食品物性と調理（伊藤）

食品の硬さや粘度について研究例を紹介するとと

もに、食品物性は咀嚼や嚥下との関わりも深く、

調理と食品の流動特性について概説する。

第 14 回 植物性食品の調理特性（伊藤）
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穀類や野菜類、果実類など、植物性食品の調理特

性について概説する。調理による植物性食品の成

分変化を理解し、食べ物と健康の視点から食品開

発や管理について議論する。

第 15 回 動物性食品の調理特性（伊藤）

食肉類や魚介類、鶏卵類など、動物性食品の調理

特性について概説する。調理による動物性食品の

成分変化を理解し、食べ物と健康の視点から食品

開発や管理について議論する。

第 16 回 総合討論（本多、古澤、伊藤）

〔成績評価の方法〕
毎回の小テストやレポートの合算で評価する。

〔予習・復習に関する指示〕
各教員の指示に従うこと

〔教科書・参考書〕
各教員の指示に従うこと

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
授業後に受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕

食品科学演習Ⅰ (Seminar on Food Science I)　

406

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 食品科学専攻
1年　2年

2単位 　通年
実務経験なし

演習
小椋　賢治　関口　光広　吉城　由美子　小関　喬平

〔目的〕
自身の研究に関連する専門的な英文論文を読み、研究方法

や研究の進め方について理解することによって自身の研究

に役立てる。また、自身の研究の進捗状況を定期的に発表

することによって、プレゼン能力の向上を図る。

〔到達目標〕
・専門的な論文を検索して自身の研究に役立てることがで

きる。

・専門的な英文論文を読み、その内容を分かりやすく説明

できる。

・自身の研究について、専門外の人が理解できるように説

明できる。

〔授業計画・内容（概要）〕
研究領域4研究室合同で行う。発表者が資料を準備し、数日
前に配布する。半期の間に英文論文の紹介と研究進捗報告

を1回ずつ行う。教員は効果的なプレゼンテーションの仕方
や質疑応答の方法、研究の進め方に関して指導を行う。

〔授業計画〕
研究領域4研究室の4年生と大学院生合同でセミナー形式に

より実施する。

・毎週、2名が論文発表を行う。
・7月末および12月末に進捗報告会（中間発表）を行う。

〔成績評価の方法〕
受講状況（40%）、作成資料の準備、内容、発表の仕方

（30%）、演習における質疑の内容（30%）をもとに成績評価
を行う。

〔予習・復習に関する指示〕
紹介する論文に関して、参考文献も含め調査する。

〔教科書・参考書〕
特になし

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
随時

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
必修

〔その他〕
〔資格関係〕
〔キーワード〕

食品科学演習Ⅱ (Seminar on Food Science II)　

407

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 食品科学専攻
1年　2年

2単位 　通年
実務経験なし

演習
長野　隆男　島　元啓　中口　義次　小栁　喬

〔目的〕
農畜水産物に由来する既知ならびに新規食品原料について

の化学的、生物化学的、理化学的形質、特性の解明および

その知見を基にした人に合った食品製造・加工法の改良お

よび原理的に優れた製造・加工法の創出さらには食品原料

の有効利用に関して、セミナー形式で演習を行う。受講者

は、演習を通し、基本原理を学ぶとともに理論的解析手法、

実験手法を習得し、技術、研究能力の向上を目指す。

〔到達目標〕
（１）論文、自分の研究について、資料を作成し他人にわか

りやすく説明できる。

（２）他人の発表に対し、理解を深める適切な質問ができる。

（３）質問に対し適切な回答ができる。

（４）討論を通し、研究や論文を理解し説明することができ

る。

〔授業計画・内容（概要）〕
〔授業計画〕
食品製造領域研究室の合同で行う。演習はセミナー形式で

行い、基本的には、セミナーの話題提供者が討論資料を準

備し、提供者の発表と参加者の討論によって行う。年間計

画として学生は、研究計画、研究進歩、英文論文紹介、修

士論文発表練習会とする。

　英文論文紹介は、修士論文テーマに関連ある学会誌等に

発表された他者の論文について、背景、新規性、理論、実

験手法、結果等を発表する。社会的背景、波及効果、重要

性、基本原理、理論、実験手法を十分理解できること。
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〔成績評価の方法〕
受講態度10%、作成資料の準備･内容30%、演習における質疑
の内容30%、プレゼンテーション能力30%。

〔予習・復習に関する指示〕
プレゼンテーションの資料作成を事前におこなうこと

〔教科書・参考書〕
セミナーにあらかじめ配付される資料等。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
随時

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕
食品製造開発学、食品工学、食品管理学、食品微生物学

食品科学演習Ⅲ (Seminar on Food Science III)　

408

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 食品科学専攻
1年　2年

2単位 　通年
実務経験なし

演習
本多　裕司　古澤　和也　伊藤　聖子

〔目的〕
食品加工技術の基礎と応用、食品加工の根幹を成す食品素

材（様々な生体分子）、及び調理科学の応用例に関する最新

の研究成果を情報共有するとともに、自身の卒業研究を高

めるための知識を身につける事を目的とする。

〔到達目標〕
（１）食品素材、食品加工、及び調理化学に関連する研究の

理論的解析手法、実験手法を説明できる。

（２）自身の研究や他の論文について、科学的・論理的に説

明できる。

（３）自身の発表時の質問に対し、科学的・論理的に説明で

きる。

（４）他者の発表に対し、科学的・論理的な説明ができる。

〔授業計画・内容（概要）〕
〔授業計画〕
演習はセミナー形式で行うが、基本的にはセミナーの話題

提供者が討議資料を準備し、事前に配布し提供者の発表と

参加者の討論によって行う。研究室合同で開催する実施内

容は、学生による発表とし、その内訳は研究論文検討会2
回、前後期研究成果報告会2 回とする。

食品素材科学分野：（本多）

　食品素材の物理的、化学的性質を解明するための実験手

法の原理と応用に関する演習を行う。また、同分野の修士

論文進捗状況の報告に対する議論を通して、研究指導を行

う。

食品加工分野：（古澤）

　食品加工が食品に及ぼす効果を理解するとともに、新し

い食品加工技術を開発するため実験手法の原理と応用に関

する演習を行う。また、同分野の修士論文進捗状況の報告

に対する議論を通して、研究指導を行う。

調理化学分野：（伊藤）

　調理による食品成分の変化を科学的に捉え、食品素材の

特性に対応した調理加工法に関する演習を行う。また、同

分野の修士論文進捗状況の報告に対する議論を通して、研

究指導を行う。

〔成績評価の方法〕
作成資料の準備・内容・発表の仕方（50％）、演習における
質疑の内容（50％）による総合評価

〔予習・復習に関する指示〕
事前に資料を配布するので、必ず目を通した上で講義に参

加すること。

〔教科書・参考書〕
必要に応じて資料等を配布する。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
在室であればいつでも可能。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕

食品科学演習Ⅳ (Seminar on Food Science IV)　

409

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 食品科学専攻
1年　2年

2単位 　通年
実務経験なし

演習
松本　健司　西本　壮吾　東村　泰希

〔目的〕
食品機能分野を中心に、自身が関係する研究の専門的な英

文論文を読み、研究方法や研究の進め方について理解する

ことによって自身の研究に役立てる。また、自身の研究の

進捗状況を定期的に発表することによって、プレゼン能力

の向上を図る。

〔到達目標〕
1. 専門的な論文を検索して自身の研究や論文作成に役立て

ることができる

2. 専門的な英文論文を読み、その内容を分かりやすく説明

できる

3. 自身の研究について、専門外の人が理解できるように説

明できる

〔授業計画・内容（概要）〕
食品機能研究領域3研究室（松本・西本・東村）合同で行

う。発表者が資料を準備し、前日午前中までに配布する。

半期の間に英文論文の紹介と研究進捗報告を1回ずつ行う。
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教員は効果的なプレゼンテーションの仕方や質疑応答の方

法、研究の進め方に関して指導を行う。

〔授業計画〕
食品機能研究領域3研究室の4年生と大学院生合同（後期か

らは3年生も参加する）でセミナー形式により実施する。
・毎週、2名が論文発表を行う。
・7月末および12月末に進捗報告会（中間発表）を行う。

〔成績評価の方法〕
受講状況（40%）、作成資料の準備、内容、発表の仕方

（30%）、演習における質疑の内容（30%）をもとに成績評価
を行う。

〔予習・復習に関する指示〕
紹介する論文に関して、参考文献も含め調査する。

〔教科書・参考書〕
特になし

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
随時

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
卒業に必修です

〔その他〕
毎回、発表に対して必ず1回以上の質問を行うこと。

〔資格関係〕
〔キーワード〕
ゼミ

食品科学課題研究 (Resesrch Work on Food
Science(Research Instruction))　

410

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 食品科学専攻
1年　2年

10単位 　通年
実務経験なし

講義
松本　健司

〔目的〕
修士論文作成に必要な理論的および実験的研究を行い、研

究手法の習得にとどまらず、科学的思考力、研究倫理、方

法論に対する理解を深めることで、高度の専門性を有する

食品科学・食品工学分野の技術者あるいは研究者としての

基盤を築くことを目的とする。

〔到達目標〕
（1）専攻領域に沿った研究テーマを組み立てることができる
（2）研究テーマに関連した実験を自立的に行うことができる
（3）論文作成までの主な実験的研究を組み立て、遂行する
（4）自身の研究に関して、プレゼンテーション資料および

論文の作成ができる

〔授業計画・内容（概要）〕
学生の専攻する研究領域の、主指導教員を主体とした複数

の指導教官による集団指導体制で研究指導を行う。研究計

画、実験方法、成果のまとめ方、論文作成について、学生

の主体性を引き出すように研究指導する。

1）入学後研究領域の教員と面談し課題研究の概要と主指導

教員を決める。

2）研究指導のもと、文献調査などを行い論文テーマ及び副
指導教員を決める。

3）実験（研究）計画を立て、実験手法を確立する。
4）実験とその整理を行い、頻繁に指導を受け、必要ならば
計画の変更を行う。（ 週1回以上、2年目12月ごろまで）
5）その間、文献調査、演習の研究発表、中間報告、年間報
告、可能ならば、学会発表、学会誌投稿を行う。

6）修士論文を作成し、専攻内発表を行い、論文審査の主

査、副査を決めて論文審査を受ける。（2年目1月〜3月）
〔授業計画〕
（対象課題の研究分野）

食品基礎研究領域：

　生体分子機能学（小椋賢治）、食品分析学（関口光広）、

食品栄養学（吉城由美子）、食品化学（小関喬平）

食品製造研究領域：

　食品製造開発学（長野隆男）、食品製造工学（島元啓）、

食品管理学（中口義次）、食品微生物学（小栁喬）、

食品機能研究領域：

　食品機能科学（松本健司）、食品衛生学（西本壮吾）、食

品生化学（東村泰希）

食品素材研究領域：

　食品素材科学（本多裕司）、調理科学（伊藤聖子）、食品

加工学（古澤和也）

〔成績評価の方法〕
テーマ決定時・研究計画作成時の発想力（10%）、実験研究
上の態度（10%）、実験結果の整理・考察・研究計画の変更

時の洞察力・発想の柔軟性・決断力（40%）、論文作成発表
や学会発表でのプレゼンテーション能力（40%）から評価す
る。

〔予習・復習に関する指示〕
自身の研究に関わる内容について、論文などを読んで常に

調査すること。

〔教科書・参考書〕
特になし

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
随時

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
食品科学専攻の必修単位である。

〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕
修論研究
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応用生命科学特別講義Ⅰ (Special Lecture on
Applied Life Science I)　

500

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 応用生命科学専攻
1年　2年

1単位 　今年度前期集中（隔年）
実務経験なし

講義
小林　高範　濵田　達朗　宮島　俊介　森　正之　竹

村　美保

〔目的〕
本講義では、受講者の課題研究の進展や就職活動を支援す

るために、学外で活躍されている大学・公的研究機関にお

ける植物（分子）細胞工学または遺伝子機能学分野の研究

者、または企業のバイオテクノロジー技術者による講義を

受け、これらの分野における最新の研究、またはバイオテ

クノロジーに関する新しい技術や実用化例などを学習する。

さらに受講者は、植物（分子）細胞工学分野または遺伝子

機能学分野の現状や将来像を具体的にイメージできるよう

になるために、同分野における研究例を学んでいく。

〔到達目標〕
（1） 植物（分子）細胞工学または遺伝子機能学における最

新の研究例を説明できる。

（2） バイオテクノロジーに関する新しい技術や実用化例を

説明できる。

（3） 各自の課題研究の進展に役立てることができる。
（4） 企業のバイオ研究や研究体制などを理解し、各自の就

職活動に役立てることができる。

（5） 植物（分子）細胞工学または遺伝子機能学分野の研究

例を説明でき、将来像をイメージできる。

〔授業計画・内容（概要）〕
本講義では、応用生命科学の中で、植物（分子）細胞工学

または遺伝子機能学分野における最新の研究、またはバイ

オテクノロジーに関する新しい技術や実用化例などについ

て論述する。

植物（分子）細胞工学分野では、遺伝子組換え技術等を用

いた有用植物の作出および育種について講述する。

遺伝子機能学分野では、生物（植物、動物、微生物）の遺

伝子機能や物質代謝について、分子生物学または生物有機

化学の観点から講述する。また、バイオテクノロジー分野

では、企業で開発された新しい技術や実用化例、さらに企

業の研究体制などを聴講する。

〔授業計画〕
植物細胞工学研究室および遺伝子機能学研究室の担当教員

がコーディネートして、外部の一流研究者や民間の技術責

任者らを招聘し、夏期に集中講義を行う。

〔成績評価の方法〕
受講状況（30％）および講義への積極性や内容の理解度

（70％）を基に成績評価を行う。
〔予習・復習に関する指示〕
講義、学習に対する積極性を歓迎する。

〔教科書・参考書〕
教材の補助として、適宜、配布した資料を使用する。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
質問等は講義後、またはメールで受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
〔キーワード〕

応用生命科学特別講義Ⅱ (Special Lecture on
Applied Life Science II)　

501

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 応用生命科学専攻
1年　2年

1単位 　次年度前期（隔年）
実務経験なし

講義
河井　重幸　馬場　保徳　楠部　孝誠　南　博道　松

﨑　千秋　村木　則文

〔目的〕
主として応用微生物学分野および環境生物工学分野におけ

る最新の研究や技術開発、社会システムについて論述する。

これにより、大学を含む社会全体における当該分野の動向

および当該分野が将来担うべき役割を理解させる。

〔到達目標〕
（1） 応用微生物、環境微生物分野における最新の研究動向

を把握する。

（2） 科学技術に関する知的財産権について理解し、技術者、
研究者としての知識基盤とする。

（3） 環境問題の発生メカニズムを解析し、解説できる。
（4） 応用微生物学における最新の研究例を理解し、果たす

べき役割を説明できる。

〔授業計画・内容（概要）〕
本講義では、特に微生物における代謝物の遺伝子レベルで

の合成機構、有用物質を産生する微生物の構築方法につい

て、また生態系の物質循環と人間活動の関わりについて環

境、社会、経済的視点から概説する。

講義の体制としては本講義を担当する教授、准教授、講師

がコーディネートして、外部の研究者や民間の技術者、行

政担当者らを招聘しつつ集中的に講義する。

〔授業計画〕
・微生物機能研究領域（南、松﨑、村木）

　微生物による発酵醸造食品の生産、アミノ酸や抗生物質

等の生産、微生物による有用物質生産を担う酵素機能の発

見からその応用への展開について、外部講師を招聘しつつ

論述する。

・環境生物システム研究領域（河井、楠部、馬場）

　微生物を活用した水質・土壌・大気などの環境浄化、物

質生産及び難分解性化合物の分解に関する有効利用技術に

関する研究および生態系の物質循環、それを支える社会シ

ステムに関する研究について、外部講師を交えて講義を行

う。

〔成績評価の方法〕
授業態度25％、レポート75％。
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〔予習・復習に関する指示〕
Moodle上にアップロードされた講義資料にあらかじめ目を

通しておき、おおまかな話の流れをつかんでおくことを勧

める。復習においては漫然と資料を見返すだけでなく、資

料を見ずに重要な概念が説明できるように内容を確認する

ことを勧める。（資料がない場合は不要）

〔教科書・参考書〕
教材の補助として、各回配布した資料を使用する。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
随時

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
〔キーワード〕

植物遺伝子機能学特論 (Advanced Course of Plant
Gene Function)　

502

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 応用生命科学専攻
1年

2単位 　次年度前期（隔年）
火曜 1限

実務経験なし
講義

宮島　俊介　森　正之　竹村　美保

〔目的〕
本講義では、植物等の遺伝子機能学やバイオテクノロジー

について分子生物学的な立場から学習する。具体的には、

植物の形態形成、環境応答、物質輸送等の分子機構につい

て学習する。また、植物ウィルスベクターを用いた有用タ

ンパク質（蛋白質）生産システムについて学習する。さら

には、植物等が生産する生理活性のある天然化合物（イソ

プレノイド等）の生合成酵素遺伝子の機能解析や遺伝子組

換え植物を用いた有用物質生産研究について広く学習する。

〔到達目標〕
（1） 植物の生命現象を分子生物学的に理解することができ

る。

（2） 植物ウィルスを用いた有用タンパク質生産について説

明できる。

（3）植物等由来の酵素遺伝子の機能解析および遺伝子組換

え植物を用いた有用物質生産について説明できる。

（4） 遺伝子機能学分野の研究例を説明できる。
〔授業計画・内容（概要）〕
遺伝子機能学研究室の3 名の教官がオムニバス形式で講義す
る。

〔授業計画〕
第  1 回 Pathway Engineering による遺伝子機能解析と有

用天然物生産 (1)（竹村）
カロテノイド色素の生合成遺伝子の機能解析につ

いて解説する。

第  2 回 Pathway Engineering による遺伝子機能解析と有

用天然物生産 (2)（竹村）

カロテノイド色素の生合成遺伝子を利用した有用

天然化合物生産について解説する。

第  3 回 Pathway Engineering による遺伝子機能解析と有

用天然物生産 (3)（竹村）
セスキテルペン等のテルペンの生合成遺伝子の機

能解析について解説する。

第  4 回 Pathway Engineering による遺伝子機能解析と有

用天然物生産 (4)（竹村）
セスキテルペン等のテルペンの生合成遺伝子を利

用した有用天然化合物生産について解説する。

第  5 回 植物の進化とコケ植物（竹村）

植物の進化についてコケ植物を中心に解説する。

第  6 回 植物ウィルスを用いた有用蛋白質生産（1）（森）
植物ウィルスについて、その複製機構について概

説する。

第  7 回 植物ウィルスを用いた有用蛋白質生産（2）（森）
植物ウィルスベクターによる有用蛋白質生産方法

について概説する。

第  8 回 植物ウィルスを用いた有用蛋白質生産（3）（森）
植物ウィルスによるサイレンシング抑制機構につ

いて解説する。

第  9 回 植物における有用蛋白質生産の課題（森）

植物ウィルスベクターを用いた有用蛋白質生産方

法の長所・短所について解説する。

第 10 回 植物における有用蛋白質生産の将来性（森）

植物ウィルスベクターを用いた蛋白質生産の新た

な可能性について考察する。

第 11 回 植物成長の基礎（宮島）

植物の形態形成がどのように行われているか、動

物との違いなど、その特色を紹介する。

第 12 回 植物成長の分子機構（宮島）

植物の成長を題材に、その研究歴史と、明らかに

されてきた分子機構について論述する。

第 13 回 植物の環境応答（宮島）

環境応答の観点から、植物成長の可変性や頑健

性、さらにはその背景の分子機構ついて紹介す

る。

第 14 回 植物の物質輸送とその機能（宮島）

植物の物質輸送の基礎知識とその多様な機能につ

いて解説する。

第 15 回 植物研究を推進する最新テクノロジーと異分野融

合研究（宮島）

近年の植物研究における最新テクノロジーや学術

分野を跨がる異分野融合研究について紹介する。

〔成績評価の方法〕
授業への積極性（30％）及びレポートの結果（70％）をも

とに成績評価を行う。

〔予習・復習に関する指示〕
予め与えられた資料や自主学習により、予習を行う。また、

講義後は、講義内容を確認し、課題に取り組むことで、復

習を行う。

〔教科書・参考書〕
適宜資料を配付する。

35



〔その他履修上の注意事項〕
授業、学習に対する積極性を歓迎する。

〔オフィスアワーの設定〕
質問等は授業後、または随時（moodle、メール等で事前に

確認のこと）受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕

植物細胞育種学特論 (Advanced Course of Plant Cell
Breeding)　

503

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 応用生命科学専攻
1年

2単位 　次年度後期（隔年）
水曜 1限

実務経験なし
講義

小林　高範　濵田　達朗　山梨　太郎

〔目的〕
本講義では、遺伝子組換え技術、組織培養技術、ゲノム編

集等の生物工学的手法を用いた植物細胞育種について最新

の知見を織り込みながら教授する。また、交配や突然変異

を用いた従来の育種方法と先端バイオテクノロジーによる

育種方法のそれぞれの特徴を比較し、概説する。

〔到達目標〕
（1） 植物の脂質代謝や利用に関して説明することができる。
（2） 植物のシグナル伝達の基礎について説明することがで

きる。

（3） 植物の環境応答と、環境耐性作物の作出法について説

明することができる。

〔授業計画・内容（概要）〕
オムニバス形式で講義する。

〔授業計画〕
第  1 回 植物を構成する脂質・脂肪酸（濱田）　

植物を構成する脂質や脂肪酸およびそれらの機能

について解説する。

第  2 回 植物の脂肪酸合成（濱田）　

植物における脂肪酸合成の代謝経路について解説

する。

第  3 回 植物の脂肪酸不飽和化（濱田）　

植物における脂肪酸不飽和化の代謝経路について

解説する。

第  4 回 植物の脂質合成（濱田）　

植物における脂質合成の代謝経路について解説す

る。

第  5 回 植物の脂質・脂肪酸と温度・病害虫ストレス応

答・耐性機構（濱田）　

植物の温度・病害虫ストレス応答・耐性機構にお

ける、脂質や脂肪酸の役割を解説する。

第  6 回 ABA を介した気孔閉鎖機構と受容体発見の歴史

（山梨）

植物ホルモンがどのように“分子として”認識さ

れ，細胞応答につながるかを講義する。

第  7 回 ROS・Ca²⁺・pH による情報統合（山梨）
単一シグナルではなく、複数のシグナルが統合さ

れて気孔が動くことを概説する。

第  8 回 気孔制御の応用研究（山梨）

気孔開閉を制御することでどのように作物収量向

上を目指すかを概説する。

第  9 回 液体ではなく“気体”としての湿度を考える（山

梨）

ここまでの講義を踏まえ，植物における“気体”湿
度研究についての知見を概説する。

第 10 回 気体湿度応答と作物の収量（山梨）

湿度を適切に制御することで，従来の温度・光・

CO₂ 制御に加えた新たな収量制御軸として基礎研
究と応用研究を橋渡しする視点を提示する。

第 11 回 ムギネ酸研究の歴史（小林）

植物の鉄キレーターであるムギネ酸に関する研究

の歴史と、環境耐性作物への応用について概説す

る。

第 12 回 植物体内の金属輸送（小林）

植物体内の金属輸送に関わるキレーターとトラン

スポーターについて概説する。

第 13 回 植物環境応答の分子機構（1）（小林）
植物が環境に応答して遺伝子発現を制御するメカ

ニズムについて概説する。

第 14 回 植物環境応答の分子機構（2）（小林）
植物が鉄を感知するメカニズムと、環境耐性作物

への応用について概説する。

第 15 回 鉄・亜鉛が豊富な作物の開発（小林）

可食部に鉄・亜鉛を豊富に含む作物の開発につい

て概説する。

〔成績評価の方法〕
受講状況、授業中の質疑の状況、レポート、試験の結果を

もとに成績評価を行う。

〔予習・復習に関する指示〕
教科書・参考書による予習とmoodleにアップする講義で使

用したスライド資料を使った復習を推奨する。

〔教科書・参考書〕
（参考書）『植物の生化学・分子生物学（学会出版センター）』

　　　　 『現代植物生理学2　代謝（朝倉出版）』
　　　　 『植物脂質代謝実験法（学会出版センター）』
　　　　 『コーンスタンプ生化学（東京化学同人）』
（教　材）配付資料。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
講義後に受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕
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応用微生物学特論 (Advanced Course of Applied
Microbiology)　

504

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 応用生命科学専攻
1年

2単位 　今年度前期（隔年）
実務経験なし

講義
南　博道　村木　則文　松﨑　千秋

〔目的〕
微生物は、食品生産や工業生産において重要な役割を担っ

てきた。遺伝子組み換え技術の進展に伴い、伝統的な発酵

産業だけでなく、医薬や環境問題に対しても重要な役割を

果たすようになってきている。

本講義では、主として分子生物学の観点から、応用微生物

学の果たしてきた役割と微生物を用いた最新の工業生産技

術について説明する。さらに、今後の当該分野における展

望について概説する。

〔到達目標〕
（1） 微生物が生産するさまざまな有用酵素に関する知見を

得ることによって、微生物の有用性を認識し、理解するこ

とができる。

（2） 微生物とヒトとの深いつながりを、ヒトの健康の面か

ら認識することができる。

（3） 微生物による有用物質生産と生合成工学における最新

の研究例を理解し、動向を把握する。

〔授業計画・内容（概要）〕
オムニバス形式で講義する。

〔授業計画〕
第  1 回 応用微生物学の歴史（南）

発酵産業から発達した応用微生物学という学問分

野を紹介する。

第  2 回 遺伝子の構造と機能（1）（南）
微生物の遺伝子の構造と機能について概説する。

第  3 回 遺伝子の構造と機能（2）（南）
微生物の遺伝子の構造と機能について概説する。

第  4 回 アミノ酸発酵の実際（南）

アミノ酸発酵の歴史と研究、またその実用化例に

ついて紹介する。

第  5 回 微生物における有用物質生産と生合成工学（1）
（南）

微生物を用いた有用物質生産と生合成工学につい

て、最新の知見を紹介する。

第  6 回 微生物における有用物質生産と生合成工学（2）
（南）

微生物を用いた有用物質生産と生合成工学につい

て、最新の知見を紹介する。

第  7 回 微生物の環境適応（１）（村木）

極限環境微生物などを例に環境適応の仕組みにつ

いて概説する。

第  8 回 微生物の環境適応（２）（村木）

極限環境微生物などを例に環境適応の仕組みにつ

いて概説する。

第  9 回 微生物の環境応答（１）（村木）

微生物の環境応答・恒常性維持の仕組みについて

概説する。

第 10 回 微生物の環境応答（２）（村木）

微生物の環境応答・恒常性維持の仕組みについて

概説する。

第 11 回 微生物の環境適応・環境応答の利用（村木）

微生物の耐熱性や環境応答の仕組みを利用したタ

ンパク質工学的知見について概説する。

第 12 回 健康と微生物（1）（松﨑）
ヒトの健康や疾病に関わる微生物に関連した知見

について概説する。

第 13 回 健康と微生物（2）（松﨑）
ヒトの健康や疾病に関わる微生物に関連した知見

について概説する。

第 14 回 健康と微生物（3）（松﨑）
ヒトの健康や疾病に関わる微生物に関連した知見

について概説する。

第 15 回 健康と微生物（4）（松﨑）
ヒトの健康や疾病に関わる微生物に関連した知見

について概説する。

〔成績評価の方法〕
授業態度25％、レポート提出75％。

〔予習・復習に関する指示〕
Moodle上にアップロードされた講義資料にあらかじめ目を

通しておき、おおまかな話の流れをつかんでおくことを勧

める。復習においては漫然と資料を見返すだけでなく、資

料を見ずに重要な概念が説明できるように内容を確認する

ことを勧める。（資料がない場合は不要）

〔教科書・参考書〕
教材の補助として、配布した資料を使用する。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
随時

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕

環境生物システム学特論 (Advanced Course of
Environmental Bio-system)　

505

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 応用生命科学専攻
1年

2単位 　今年度前期（隔年）
実務経験なし

講義
河井　重幸　楠部　孝誠　馬場　保徳

〔目的〕
本講義では、環境の保全やバイオマスの有効利用を目的と

した技術、特にバイオリファイナリー技術を微生物の有効

利用という観点から最新の知見を含めて解説する。また持

続可能性を基軸として、環境と人間活動の関わりを環境制
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約や環境利用、物質循環、環境改良の観点から解説し、持

続可能な社会のあり方についても考える。

〔到達目標〕
（1）バイオマスの生物工学的利用について説明できる。
（2）バイオリファイナリーとバイオ燃料について具体的に

解説できる。

（3）バイオマスの循環利用をシステム思考で考察できる。
〔授業計画・内容（概要）〕
〔授業計画〕
第  1 回 イントロ、バイオマス変換技術（河井）

全体のイントロダクション、バイオマスとは？そ

のエネルギーへの変換技術は？

第  2 回 微細藻類、大型藻類の利用1（河井）
微細藻類とは？その利用法は？

第  3 回 微細藻類、大型藻類の利用2（河井）
大型藻類とは？その利用法は？特に大型藻類に特

有な炭水化物は？

第  4 回 リン資源について学ぶ（河井）

「一般社団法人リン循環産業振興機構報告書」を

中心に、リン資源問題について学ぶ

第  5 回 最新の油白書を読む（河井）

パーム油をとりまく現状の理解、最新のパーム油

白書を読む

第  6 回 バイオプラスチック（河井）

「持続可能社会をつくるバイオプラスチック（日

本化学会　編）」を教材にバイオマスプラスチッ

クと生分解性プラスチックを化学構造を中心に学

ぶ

第  7 回 関連論文を読む1（河井）
興味深い関連論文を紹介する。

第  8 回 関連論文を読む2（河井）
興味深い関連論文を紹介する。

第  9 回 環境や健康に資する身近な微生物(1)（馬場）
ニキビ菌と皮膚常在菌

第 10 回 環境や健康に資する身近な微生物(2)（馬場）
スポーツと腸内細菌

第 11 回 環境や健康に資する身近な微生物(3)（馬場）
疾病と腸内細菌

第 12 回 農学の知は震災復興にどう生かされるか(1)（馬

場）

東日本大震災の除塩、エネルギー生産

第 13 回 農学の知は震災復興にどう生かされるか(2) （馬
場）

平常時にも災害時にも資するバイオエネルギー

第 14 回 廃棄物の資源循環（楠部）

プラスチック問題を契機に廃棄物の処理処分が転

換する

第 15 回 エネルギー戦略と課題（楠部）

再生可能エネルギー導入の課題と技術開発のジレ

ンマ

〔成績評価の方法〕
受講状況80％、レポート、課題発表等20％で評価する。

〔予習・復習に関する指示〕
授業時間だけでは、この講義の内容を理解し、その理解を

定着させることは困難であると考える。授業の予習・復習

を欠かさずに行うこと。

〔教科書・参考書〕
必要に応じて参考資料を配付する。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
講義終了後に受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕

応用生命科学演習Ⅰ (Seminar on Applied Life
Science I)　

506

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 応用生命科学専攻
1年　2年

2単位 　通年
実務経験なし

演習
森　正之　竹村　美保　宮島　俊介　中谷内　修

〔目的〕
課題研究に関連した英文論文の内容を発表することにより、

最先端の研究を理解するとともに、各自の課題研究の位置

づけを把握する。また、基本的科学研究の進め方を学び、

プレゼンテーション能力や英語能力を高める。さらに、研

究計画検討会・中間発表会を行うことで、科学的議論の方

法を習得する。

〔到達目標〕
（1）各自の課題研究の背景・目的・意義を説明できる
（2）科学的な研究の進め方を説明できる
（3）英語原著論文の内容を、他人に分かりやすく説明できる
（4）各自の課題研究について、他人と科学的に議論できる
〔授業計画・内容（概要）〕
本演習では、英文論文のセミナー形式での発表、ならびに

課題研究についての発表を行う。これらの発表を通じて、

課題研究やその分野の研究についての理解を深め、課題研

究の進め方について自ら考える能力を身につける。また、

プレゼンテーション能力や英語能力を高め、科学的議論の

基礎を身につける。発表の具体的内容は以下のとおりであ

る。

〔授業計画〕
・英文論文のセミナー形式での発表

各学生が課題研究に関連した英文論文を読み、その内容に

ついてセミナー形式で発表する。それにより、最先端の研

究や課題研究の背景を理解し、各自の課題研究が研究分野

においてどのような位置づけにあるのかを把握する。この

学習過程において、基本的科学研究の進め方を学び、各自

の課題研究の進展に役立てる。同時に、プレゼンテーショ

ン能力と専門分野の英語能力を高める。具体的な研究分野

としては、遺伝子工学、遺伝子機能解析学などに関する論
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文をもとに討論を行う。（15回）

・課題研究についての発表

年間を通じて、研究発表会を実施する。まず、研究計画に

ついて発表し、各自に与えられた課題研究の背景や目的を

理解できているか、また、その目的や方法論が妥当である

かを、教員らと議論する。次に、定期的な報告会を行い、

研究の進捗状況や問題点について議論する。さらに、中間

報告を行うことにより、研究の目的や方法を再検証する。

これら複数回の研究発表を通じて、指導教員らと議論を行

い、科学的議論の方法を学ぶとともに、実際の研究進展に

役立てる。また、発表内容だけでなく発表方法についても

議論し、プレゼンテーション能力を高める。（15回）
〔成績評価の方法〕
発表資料の準備および発表内容・発表方法、質疑の内容を

もとに評価する。

〔予習・復習に関する指示〕
発表資料の準備を通じて予習を行い、発表後に発表および

質疑応答の内容の再確認を行うことで復習を行う。

〔教科書・参考書〕
特にないが、これまでに配属学生が作成した資料を参考に

する。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
演習後、あるいは随時moodleおよびメール等にて受け付け

る。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕

応用生命科学演習Ⅱ (Seminar on Applied Life
Science II)　

507

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 応用生命科学専攻
1年　2年

2単位 　通年
実務経験なし

演習
小林　高範　濵田　達朗　山梨　太郎

〔目的〕
植物の多様な機能について分子レベルで理解することによ

って、実用作物への応用展開を目指す。

〔到達目標〕
上記目的の達成のために必要な基本的な文献、あるいは最

新の論文を読みこなすことができるようになることを目標

とする。

〔授業計画・内容（概要）〕
研究領域内の研究対象の違いを考慮し、教員が選抜した論

文を各学生がセミナー形式で発表し、領域での学術的共通

基盤を構築する。当該領域研究の主たる技術が遺伝子操作

に関係し、かつ研究対象が実用作物であることを踏まえ、

遺伝子組換え技術・作物の社会的コンセンサスについて議

論する。また、課題研究の進捗に沿って研究発表会を実施

し、その過程で研究の進め方を教授し、プレゼンテーショ

ン能力を高める。

〔授業計画〕
演習の対象研究分野

植物細胞工学研究領域

植物の栄養欠乏応答に関する論文を基に討論を行い、植物

の栄養改善に関する演習を行う。（小林）

植物の環境耐性における文献を解説し、植物の環境適応と

脂質の役割についての演習を行う。（濵田）

植物の環境応答に関する論文をもとに討論を行い，植物に

おける湿度応答機構についての演習を行う。（山梨）

上記3 課題につき、各10 回の演習を行う（合計30 回）。
〔成績評価の方法〕
出席状況、作成資料の準備・内容・発表の仕方、演習にお

ける質疑の内容等の結果をもとに成績評価を行う。

〔予習・復習に関する指示〕
演習前に配付された論文や資料等を予め読んで、演習当日

の発表のためのプレゼンテーション資料を作成しておくこ

と。

〔教科書・参考書〕
演習前に配付される論文や資料等。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
演習後に受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕

応用生命科学演習Ⅲ (Seminar on Applied Life
Science III)　

508

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 応用生命科学専攻
1年　2年

2単位 　通年
実務経験あり

演習
南　博道　村木　則文　松﨑　千秋

〔目的〕
食品や医療を初めとする様々な分野における応用微生物学

についての知識の習得を目的とする。高度な研究開発能力

と指導能力を有する研究技術者育成を目標として、有用微

生物における代謝活性・酵素・遺伝子などに関する専門的

知識と技術を習得し、最新のバイオテクノロジー技術と方

法論についての演習を行う。

〔到達目標〕
1） 基本原理の理解。
2） 理論的解析手法、実験手法の習得。
3） プレゼンテーション・討論能力の習得。

〔授業計画・内容（概要）〕
本演習では各学生の課題研究に関連する論文だけでなく、

広く微生物に関連する論文を学生がセミナー形式で発表し、
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領域における学問的基礎を広げ、微生物全般に関する理解

を深める。この学習過程における指導教員との議論を通じ

て、当該分野における研究の進め方を教授するとともに、

研究企画・開発能力を高め、産学連携を視野に入れた実用

性の高い研究テーマの発見につなげる。また課題研究の進

展に応じて研究中間発表会を行い、プレゼンテーション・

討論能力を高める。

〔授業計画〕
年間計画は、学生による論文発表16 回（4 回/1 学生）、研究
発表会14 回（4 回/1 学生）、成果報告会2 回とする。
英文論文発表では、科学英語の理解力の向上を目的とする

のみならず、卒業課題研究に関連した最先端の論文を理解

し発表することによって、課題研究の背景とグローバルな

視野からその位置づけを把握する。

研究発表会では、卒業課題に関する発表を行い指導教員ら

と討論することによって、科学的思考力を深めると共に、

実験手法・方法に関する助言を得ることによって研究の進

展に役立てる。

成果報告会では、上記課題に加え、プレゼンテーション能

力の向上も目的とする。

〔成績評価の方法〕
作成資料の準備・内容・発表の仕方80%、演習における質疑
の内容20%

〔予習・復習に関する指示〕
資料作成のための予習だけでなく、セミナーでの教員との

討論内容を確実に理解するために、必ず復習も行うこと。

〔教科書・参考書〕
セミナーにて配布の資料

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
演習後または随時

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
実務経験に関して：これまでに企業での医薬品や高付加価

値食品の開発に従事した経験を有する。応用を視野に入れ

た研究開発についても、演習の内容に含む。

〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕

応用生命科学演習Ⅳ (Seminar on Applied Life
Science IV)　

509

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 応用生命科学専攻
1年　2年

2単位 　通年
実務経験あり

演習
楠部　孝誠　馬場　保徳　河井　重幸

〔目的〕
環境分野における微生物を活用した環境浄化技術から廃棄

物の発生抑制やリサイクルに関わる経済社会対策まで幅広

く環境生物工学についての知識や知見の習得を目的とする。

さらに、この分野における研究能力および専門技術の習得、

将来的に学生を指導できる研究者育成を視野にいれ、最新

の研究成果を基に理論的解析、実験手法、データ解析手法

を習得し、研究能力の向上を目指す。

〔到達目標〕
（１）微生物の有効利用について解説できる。

（２）バイオマス有効利用について解説できる。

（３）環境汚染の発生プロセスを論理的に解説できる。

（４）廃棄物の発生抑制やリサイクルの対策を解説できる。

〔授業計画・内容（概要）〕
この演習では、受講学生の課題研究に直接関係する分野だ

けでなく、微生物による環境浄化や廃棄物処理、リサイク

ル分野に関する論文を読み、この分野の基礎知識レベルの

向上を目指す。さらに、受講学生が主体的に研究に取組む

ために、領域の複数教員が合同で指導にあたり、ディスカ

ッション方式で学生間あるいは指導教員と議論・討論する。

この過程で受講学生は科学的議論を経験し、問題に対する

自分独自の視点を構築するとともに研究課題の企画立案、

当該領域の研究の進め方を学習する。年間計画では、学生

が主体となる発表が12回、教員が主体となる研究会が2回、

修士論文計画検討会1回を予定している。
〔授業計画〕
（演習の対象研究分野）

河井

・廃液有効利用法の解析

馬場

・微生物群集構造の解析

楠部

・バイオマス系廃棄物処理のシステム解析

〔成績評価の方法〕
作成資料の内容・発表方法、ディスカッションにおける質

疑応答をもとに成績評価を行う。

〔予習・復習に関する指示〕
講義時間だけの学習では、本講義の内容を理解し、知識と

して定着させることは困難である。講義の予習・復習を欠

かさずに行うこと。

〔教科書・参考書〕
セミナーにあらかじめ配付される資料等

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
授業終了後に受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
〔その他〕
実務経験に関して：これまでに食品メーカーの研究所に勤

務し、商品開発をした経験を有する。加工食品が製造され

る際に発生する廃棄物についても講義の内容に含む。

〔資格関係〕
教職課程関連科目（履修の手引き別表参照）

〔キーワード〕
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応用生命科学課題研究 (Research Work on Applied
Life Science(Research Instruction))　

510

生物資源環境学研究科（博士前期課程） ＞ 応用生命科学専攻
1年　2年

10単位 　通年
実務経験なし

講義
小林　高範

〔目的〕
修士論文作成のための理論的ならびに実験研究の指導を通

して、高度の専門性を持った植物科学、微生物科学、環境

科学研究者あるいは技術者を養成することを目的とする。

学生は、応用生命科学専攻に属する、遺伝子機能、植物細

胞工学、微生物機能、環境生物システムの4 研究領域に関連
した研究テーマを、教員の指導のもと選択し、論文作成ま

での主に実験的研究を行う。指導は、手法的なことばかり

でなく、研究・技術の基本的理念や原理を身につけるよう

に行い、高度の専門的研究者あるいは技術者としての礎を

築く。

〔到達目標〕
（1） 応用生命科学分野における専門的な知識を身につけた

研究者として、当該分野のさまざまな知見や内容について

解説できる。

（2） 応用生命科学分野における一般的な実験手法および専

門的な技術を学び、実践することができる。

（3） 応用生命科学分野における自らの研究の方向性を理解

し、進むべき道を開拓していくことができる。

（4） 応用生命科学の将来的に進むべき方向を明らかに示す

ことができる。

〔授業計画・内容（概要）〕
学生の専攻する研究領域の、主指導教員を主体とした複数

の指導教員による集団指導体制にて研究指導を行う。研究

計画、実験方法、成果のまとめ方、論文作成について、学

生の主体性を引き出すように研究指導する。

〔授業計画〕
《修士論文作成及び審査までの手順》　

1）入学後、研究領域の教員と面談し課題研究の概要と主指
導教員を決める。

2） 研究指導のもと、文献調査などを行い、論文テーマ及び
副指導教員を決める。同時に、論文審査のための主査、副

査を決める。（1 年目、5 月中旬）
3）実験（研究）計画を立て、実験手法を確立する。
4）実験とその整理を行い、頻繁に指導を受け、必要ならば
計画の変更を行う。（1 週1 回以上、2 年目12 月ごろまで）
5）その間、文献調査、演習の研究発表、中間報告、年間報
告、学会発表、可能ならば学会誌投稿を行う。

6）修士論文を作成し、発表を行い、論文審査を受ける。（2
年目1 月から3 月）

《対象課題の研究領域と担当教員》

　遺伝子機能：森 正之、竹村 美保、宮島俊介、中谷内 修
　植物細胞工学：小林 高範、濵田 達朗、山梨太郎

　微生物機能：南 博道、松﨑 千秋、村木則文
　環境生物システム：河井 重幸、馬場 保徳、楠部 孝誠

〔成績評価の方法〕
テーマ決定時・研究計画作成時の問題発見力、実験研究上

の態度、実験結果の整理・考察・（研究計画を変更した場合

の洞察力・発想の柔軟性・決断力）、学会発表・論文作成発

表時のプレゼンテーション能力から評価する。

修士論文審査：作成論文及びその公開講演の結果を、主査

（主指導教員）、副査（研究科会議で選任）で審査し、研究

科会議に報告し合否を決定する。　

〔予習・復習に関する指示〕
各教員より指示がある。

〔教科書・参考書〕
各教員より指示がある。

〔その他履修上の注意事項〕
〔オフィスアワーの設定〕
適宜受け付ける。

〔カリキュラムの中の位置づけ〕
応用生命科学専攻の必修科目である。

〔その他〕
〔資格関係〕
〔キーワード〕
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